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百人百語2026

　「百人百語」は、実務家集団 MCEI の本音の発言を集めたもので、

1983 年からスタートしました。自身の生活や、マーケティングの現場

で何が問題になっているのかが記されている貴重なものです。実務家

たちが日々の実践の中で、肌で感じた“思い”と“情熱”に溢れてい

ます。時々刻々と変化する時代・社会・市場を読み、行動・実践する

ためのヒントとして、MCEI 会員のみならず幅広い分野の方々からも 

期待されています。

　MCEI が目指す「ベストプラクティスの宝庫・キーパーソンセンター」

の「象徴とその証」と位置付けている一冊です。

　それぞれの「思い」から、ぜひ「明日へのヒント」を見つけてみて

ください。
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旭化成グループでは、生成AI の積極的
な活用を全社方針として掲げ、業務効率化
と価値創出の両立を推進している。当マー
ケティング部においても翻訳作業、顧客調
査における仮説構築・調査設計からブラン
ド戦略の策定に至るまで、様々な場面で生
成AI を日常的に取り入れている。これに
より、これまで多くの時間を要していた情
報収集や素案作成等業務スピードが大幅に
向上し、担当者がより創造的な業務へ集中
できる環境が整いつつある。
また、生成AI の活用は一定の知識とノ

ウハウがあれば、個々のマーケティングス
キルに大きく依存せず、誰でも一定のアウ
トプットを素早く生み出せる点でも大きな
効果を発揮している。さらに、部内では定

期的に活用事例を共有し、皆で学び合う場
を設けている。これにより、個々の活用ノ
ウハウを属人化することなく、全員の活用
スキル向上と業務のレベルアップ・スピー
ドアップにつながっている。
もはや、生成AI は単なる便利ツールに

とどまらず、部全体の働き方を進化させる
重要な基盤となりつつある。

重要な基盤としての生成ＡＩ

浅
あ さ だ

田　昌
しょうご

吾
旭化成ホームプロダクツ（株）
マーケティング部　部長

最近温泉巡りを楽しんでいますが、有名
温泉地域でも幽霊ホテルも少なくない中
で、創意工夫でリピーターをつかみ盛業し
ている温泉旅館があり、2 食付きで一人
1泊 15 千円前後のコスパの良い旅館と、
3万円～の高級旅館に分かれる傾向にあり
ますが、低価格の旅館も価格だけで成り立
つわけもなく、泉質と露天風呂を含む浴室
設備や、フルコースの贅に知恵と工夫を凝
らした食事や、心配りあふれる接客などの
特徴で客が満足感を得ないと集客に苦戦し
ます。
温泉旅館は設備投資が重い事業なので、

経営破綻した旅館を買い取ったり、運営受
託するなど新規設備投資の重さを避け、食
事の良さとサービスの良さで経営を再生す

る企業が出てきています。ただし、大型旅
館は団体客中心でサービスや食事の質を維
持するのが難しい一方、50 室前後の旅館
は心配りのサービスが行き届き、食事も地
元の食材を生かした特徴ある食事でリピー
ターをつかみ、高額なOTA( ネットなど
での予約斡旋業者 )の手数料も省け、利益
率も上がります。中には、フルサービスを
あきらめて食事の提供をやめ、畳部屋と温
泉大浴場を売りに外国人旅行者に受けてい
る 1万円以下の素泊まり特化型の旅館も
増えています。

ビジネスモデルが多様化する温泉旅館

藍
あ い の

野　弘
こういち

一
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毎年最低賃金改定が実施されており、全
国平均地域別最低賃金が公表。最低賃金引
き上げは、非正規労働者を増やす効果が期
待され労働供給の増加にも繋がる。しかし
ながら中小企業の人件費負担を増大させる
可能性がある。中小企業の最低賃金改定も
実施されたが 1 例としてパート、アルバ
イトの時給が 1,000 円から 1,065 円に上
昇。A さんは週平日 4 日間働き ｢年収の
壁｣ が有る為に労働時間を減少せねばなら
ず結果収入は増えない。B さんは週後半 4
日間働き平日の時給は1,000円から1,065
円に同様に上昇したが、以前土日の時給は
1,200 円だが、企業は最低賃金を上げる為
に土日手当を無くして平日と同様な 1,065
円となった。4 日間の収入はマイナス 140

円となる。中小企業の中には人件費増加負
担の余裕が無く、平日と土日の時給をフ
ラットにして全体の人件費増加は出来ない
対策としたのだ。最低賃金改定の引き上げ
には結果検証として収入の実体事例が課題
ではないかと思う。

最低賃金改定と収入の壁

石
いしはら

原　みどり
ID-POS データ分析活用、
流通コンサルタント

スマートフォン (スマホ )は全国民が持
つようになったとも言えるのでしょうか。
幼稚園児から後期高齢者まで、持ち歩いて
いないと家族や知り合いから咎められるよ
うな場面も。かつては固定電話で済ませて
いた連絡網だけでなく、書面での連絡や告
知もスマホへの配信になってきています。
確かに早く・広く・漏れなく届くようにな
り便利になり、経済的でもあります。
東京都では「誰一人取り残されないデジ

タル社会の実現に向け、デジタルに不慣れ
な高齢者等がその恩恵を享受できるよう」
として、65 歳以上でスマホを初めて購入
する人には助成金を出す事業を始めていま
す。各自治体では利用法の講習会も開かれ
ています。

しかし、携帯電話を持ち始めてから 35
年余になる私ですが、近頃は知らない発信
者から届く情報や真偽の程を確かめなけれ
ばいけないような内容だけでなく、「嘘で
しょ」と返したくなる連絡もあり、嫌な持
ち物の一つになっています。詐欺のター
ゲットになっている高齢者層の私として
は、安心して使えるような機種や法制度を
まず初めに整備して欲しいと思いますが。

安心して使えるスマートフォンが欲しい

石
いしかわ

川　由
ゆ き

紀
ひとりで生きるために、単身者の
生活権を検証する会
事務局代表　生活アドバイザー
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創設理事長の水口健次先生が逝去されて
17 年がたつ。私などは諸先輩方に比べれ
ばお付き合いが浅く、お前にはまだ語る資
格はないと叱られそうだが、ご健在の時か
ら理事職を継続しているのはもう私一人な
ので、少しだけ語りたいと思う。 

先生の凄さは、人と人を結びつける巧み
さと熱意。「とにかく名刺交換だ。名刺は
５枚くらい交換してやっと覚えてもらえ
る」。並みのマッチングアプリでは太刀打
ちできない。次に、どんなに無茶な要望に
も渋顔と笑顔を取り混ぜて、何とか応じて
くれ、期待を大きく上回る成果をもたらす
包容力。 

今、思いをはせるのは、当時はなかった
世の中の事象、最近の定例研究会で議論し

た「ウェルビーイング」「ファンマーケティ
ング」「生成 AI」「社会課題解決」「働き方
改革」「DX」等々に対して、また、当時の
キーワードだった「メーカーマーケティン
グ」はもはやメーカー単体では成り立たな
くなっている事に対して、先生がご健在な
ら、「水口流」でどう捉えて、どう捌いて
くれるかだ。ぜひ知りたい。ただし、天国
に問い合わせたら「馬鹿もん！それを考え
るのがお前たちの役目だろうが！」と一蹴
されるので、これからも自分たちで解決す
る事としたい。

水口先生がご健在なら…

市
いちかわ

川　英
え い じ

次
湘南ヤクルト販売（株）　代表取締役社長 
MCEI 東京支部　副理事長

更衣室で着替えた際、ズボンの足が抜け
なくて転倒してしまいました。転倒時にア
ラーム音が響き、音のゆくえを探すと、装
着していたAウオッチの画面が赤く点滅
しメッセージが出ていました。”ひどく転
倒されてたようですがSOSが必要ですか”
と SOS のタップが点滅しており、”NO”
とタップをすると怪我の状態と病院の必要
性を問われるメッセージとなり、最終的
に”転倒したが大丈夫”というタップして
リセットとなりました。
この機能は初めて体験したのですが、A

ウオッチの繋がりを深く感じることになり
ました。Pドラッカーの言葉で“どう売る
かではなく、どう買ってもらうか”がこの
時、頭の中に浮かびました。Aウオッチは

毎年バージョンUPされた際に買い換えて
きてたのですが、そろそろやめようと考え
ていたところ、この事が切っ掛けで次回の
更新バージョンUP時も買い換えようと思
うようになっています。
顧客と繋がっていき価値に責任を追い続

け、共感で繋がり続ければ、持続的成長は
十分可能だと思います。どんな外部環境下
でも厚利少売が実現できるのは、お客様視
点からビジネスを組み立て、変化へ先読み
して対応し続けることだと強く感じた次第
です。

厚利少売（こうりしょうばい）の時代

石
い し べ

辺　秀
ひ で き

規
ジャパンフリトレー（株）
会長兼社長
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相撲の普及と興行を担う日本相撲協会は、昭
和と共に歴史を紡ぎ今年設立 100 年。ロンドン
公演等の記念行事も盛況で、相撲人気は今後も
安泰のようにも映る。が、弊社 ｢ADK生活者総
合調査 2025｣ の ｢最近 3年間に相撲を観戦し
た割合（生観戦・テレビ等での観戦含む）｣ では
｢若い人は相撲を観ていない｣ という気になる結
果が出た。男性は 70 代の 45.4% に対し 20 代
は 7.3%、女性も 70 代 32.2% に対し 20 代は
僅か 3.7%。歳を取れば相撲を観るようになる
とは言い切れないので、協会には若い世代の関
心喚起が課題となろう。ただ現場で生観戦する
と、満員御礼の会場には老若男女の相撲ファン
が集結し、特に推し力士への掛け声は若い女性
の声が澄み渡り、タイミングも絶妙である。さ
すが推し活に長けた女子と感心する。ならばこ

そ、こうした ｢推しの達人｣ たちを増やす仕組
み、正にファングロース施策が望まれるであろ
う。また今年は人気力士の引退が相次いだが、
｢相撲は単なるスポーツではなく神事でもある｣
｢武士道精神と昭和の先輩から教わった根性と気
合を持った力士を育てたい｣ という新任親方た
ちの言の通り、協会側にも次の百年を見据えた
隆盛の萌芽がある。インバウンド客に媚びるこ
となく、日本の次の世代を人生 100 年にわたる
相撲ファンに育てて、国技の浸透と親近感を醸
成し、格の高さを維持してもらいたい。

昭和百年・相撲百年・人生百年の推し活

稲
い な ば

葉　光
みつすけ

亮
（株）ADKマーケティング・ソリューションズ
EXD本部RMD局「今どき☆新シニア研究所」
リーダー

仕事の進め方に悩んでいた時でした。こ
れまで題名が嫌で読まなかった「幸福論」、
わらをも掴む思いで読みました。その中で、
ヒルティ（岩波文庫）曰く、「人を幸福に
するのは仕事の種類ではなく、創造と成功
とのよろこびである、この世の最大の不幸
は、仕事を持たず、したがって一生の終わ
りにその成果を見ることのない生活であ
る」と。仕事からしか幸福を得られないの
に、不平を言ってきた自分に「喝（カツ）！」
を入れられました。もっとも、働いて下さ
る社員の方は「足りないところが多い社長
だけど、助けてあげましょう」と、この本
を読んで来たような愛情ある接し方をして
くれます。
そこで気づいたのですが、私は「幸福論」

を、自分だけ幸福になれば良いと思う人が
読むもの、と遠ざけていました。しかしこ
こでは、他人を幸せにする仕事を通してし
か得られない幸福感を説いていて、仕事の
進め方の悩みも晴れました。これほどの満
足感を味わったことが無かったものですか
ら、今は他人に幸せになって頂きたいと、
事ある度にヒルティを勧めています。まだ
お読みでない方は、ぜひ。いまでは、良く
眠れるようになりました。

「幸福論」の読み方

伊
い と う

藤　景
けいいちろう

一郎
伊藤景パック産業（株）
代表取締役社長
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百貨店という職業柄、「出来栄えの良
い」高額品を扱うことが多いです。昨今の
ニュースで「物価高」が話題になっていま
すが、扱い商品もこの数年間で驚くほどの
価格高騰となっています。為替の問題もあ
るでしょうが一部の人気ラグジュアリーブ
ランドでは 3倍ぐらいの価格に・・・
そうした中で、我々にできることは、そ

の物価高対策ニーズに対して、単純に安い
ものを売るということではなく、大前提は
欲しいものを欲しい時にそろえる事。そし
て当社のアプリや友の会などのメンバーに
なっていただき、必要な商品の情報やお得
な情報をお伝えできるようにする事。また
長持ちする品質の良い商品を売る事。その
他、修理をしっかり受けたり、リサイクル

商品を扱う事などが考えられます。
簡単に「欲しいものを欲しい時にそろえ

る」等と言っていますが、経済状況や気候
等が自分たちの想像を上回る変化の中、こ
の事こそが一番重要であり、難しい事と
なっています。「モノを売る」という初心
に返り、基本に忠実にもう一度マーケット
を愚直に見直して行きたいと思います。

物価高

大
お お え

江　弘
ひろよし

祥
（株）京王百貨店
取締役営業統括室長　営業政策部長

2025 年は「旅」にはまった年。
2024 年末、仕事で大きなプロジェクト

を終えた私は韓国ドラマで培ったつたない
韓国語とスーツケースを携え、ソウルに飛
んだ。東京から約 2時間半。同じアジア
圏で文化も近いからか、日常の延長線のよ
うなホッとする一面もある。一方で、言語、
文化、慣れ親しんだ街とは違う雰囲気。見
るもの、聞くものすべてが新鮮だった。
3泊 4 日の旅を終え、不思議な感覚に

なった。自分が満タンに充電されたよう
な、心身ともに軽くなったような、そんな
感覚。出勤時の足取りが明らかに旅前とは
違った。そのときに気づいた、「旅は私が
元気に頑張るために必要不可欠なものかも
しれない」と。

そう感じた理由はなんだろう。
考えを巡らせた結果あるキーワードに辿

り着いた。それは「リセット」。言語も文
化も違う韓国で過ごした期間は自分がリ
セットされ、まっさらな状態で旅先に向き
合うことができた。自分の心動かされるま
まに過ごし、自身を十分に満たすことがで
きた。
旅は私にとって、日常を元気に自分らし

く過ごすための「必需品」。「私には旅が必
要なのかもしれない」と、自分の心と体が
教えてくれた体験となった。

旅は仕事を頑張るための必需品

馬
うまおか

岡　由
ゆ か

佳
星野リゾート
グローバルマーケティング
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57 歳を迎え、人材育成に注力する中で、
妻の一言に立ち止まった。「教えることを
生きがいにしたら、あなた自身の成長が止
まるよ」。その言葉に、価値観のアップデー
トの必要性を痛感した。マーケティング歴
20 年、好奇心は衰えず、新しいものへの
感度は高い。そこで生成AI を本格的に活
用し始めた。資料作成では、キャッチコピー
などのワーディングセンスに驚き、マネー
ジャー育成では、組織課題に対する打ち手
を多角的に提示する力に圧倒された。AI
が人間の仕事を代替する未来も現実味を帯
びてきたが、私はAI に使われるのではな
く、使いこなす側であり続けたい。そのた
めに、価値観を柔軟にアップデートし、生
涯学習を続ける覚悟を新たにしている。

（もちろん、本文書も生成AI を活用しま
した。本来1-2時間くらいは必要なところ、
10分程度で完成しました。AI 活用による
時間効率化は非常に良いと思います。）

成熟世代の挑戦 -- AI を味方にする学びの再起動

大
おおはし

橋　勝
か つ み

巳
オムロンフィールドエンジニアリング（株）
エネルギーマネジメント事業本部　
サービス部　部長

かつて食品スーパー（SM）の競争力は、
「今日の献立」を導くメニュー提案にあっ
た。家庭が調理を担い、夕方に「何を作ろ
うか」と考える時間が存在していた時代は、
店頭のメニュー提案やチラシ訴求が購買を
動かす強い手段であったのだ。しかし、い
ま顧客の生活構造そのものが変わってい
る。単身・共働き世帯が増え、家庭内調理
の機会が減少。食卓は“家族の場”ではな
く“個々の食事時間”へと分解されてしまっ
た。“夕食を誰かと囲む”という営みが、
生活から消えつつあり、メニュー提案の前
提条件が社会から消えたようだ。この変化
を「時代の流れ」として受け流すのは簡単
なのだが、SMは、そこでこそ“再構築の
担い手”にならなければならない。

“食”とは、人が人とつながる最も身近
な文化なのだから、「地域の食文化を編集
し、未来へ届ける装置」でありたい。売場
は文化の現場であり、そこに並ぶ商品は地
域の暮らしそのものだと言える。地域の生
産者と消費者を結び、家庭での調理をもう
一度楽しめる工夫をする。惣菜や中食で
あっても、「誰かと食べる」喜びを思い出
してもらうなど、食材提供だけでなく、壊
れていく食文化を“再びつなぐ”立場にあ
るのがSMのはずだ。

食品スーパーは「文化を支える装置」に

大
おおつか

塚　明
あきら

（一社）全国スーパーマーケット協会
コーネル大学RMPジャパン
プログラムディレクター
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“あなたは何者か？”“自分が何者として
生きるのか？”を掲げ、発信源となる時代
であることが明確になった年であった。
具体的には、自分の名前の前にどんな「冠

名」を置いているか、認識されているか。「冠
名」はコミュニティの中で形成されること
が多いが、自らそれを掲げることでその瞬
間から思考や行動が変化する点がとても便
利だ。
この「冠名」はこれまでより具体的になっ

ており、役職や肩書きや母や父である…と
いった、仕事や生活上での個人の様々な単
なる役割（ラベル）とは全く質が異なり、「冠
名」の短い一言で、その人の人生観や感性
や価値観、物語まで表現することで、個人
として時代の中で責任を背負い提示するこ

とになる。
つまり、「生きてきたように考える」過

去基軸の思考から、「考えたように生きる」
という未来基軸の思考に人々が変化し、過
去基軸思考は前時代の「ラベル」の上で安
住することになり、もう自分を語ることは
できない。二極化という意味では、「冠名」
を持ちながら、生き方が明確になった人々
によってコミュニティが形成される時代に
なったと実感することが多くなった。

自分が何者であるかを示す力

尾
お だ

田　基
も と ね

根
（株）里山環境保護管理センター
代表取締役社長

国内市場がかつてのような勢いを失って
から久しい。現在、空前の円安は消費市場
に冷や水を浴びせ、急激な人手不足がさら
に追い打ちをかけている。
21 世紀を迎えた頃は、円高の恩恵もあ

り多くの人にとって海外旅行は身近なレ
ジャーだった。しかし、それも今は昔。先
日米国に行った際、すべてにおいて当時と
の落差に衝撃を受けてきた。　
そんな日本は、今やインバウンドであふ

れ返っている。今年は初の 4,000 万人超
え、消費額は 10兆円以上にもなるという。
そして、彼らの消費行動に触れ、ふと市場
での競争や比較にばかり気を取られていた
自分に気づかされる。
もちろん為替の割安感もあるだろうが、

それよりも私たちの身近に普通にある「目
先の競争や比較の次元を超えた価値 (不変
価値とでも呼ぶべきか )」が彼らを魅了し
ているのだ。
今は変に市場競争に神経をすり減らすよ

り、あえてこれまで日本人が連綿とつなげ
てきたモノやコト、シゴトのありようを振
り返り、紐解き、感じ取ることに目を向け
てみよう。それこそが次なる成長に向けた
視座を培う機会になるはずだ。

あえて立ち止まってみよう

小
お が た

方　博
ひろふみ

文
国士舘大学
経営学部　講師
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フィンランドは「幸せ度ナンバーワン」
の国である。そして、様々なビジネスでイノ
ベーションに満ち溢れている。その根底に
は「ウェルビーイング」の存在があるという。 

一方、MCEI の収集発信している様々な実
践事例を改めて凝視してみると、ウェルビー
イング要素が強いものが多々存在するのに
気づく。それらは総じて好事例で、成果を
出しているのも特徴的である。「人」そのも
のへの関心、共感・信頼・満足、そして幸
せ感を伴っている。

つまり、マーケティングの世界にウェル
ビーイングは既に多々存在しているのであ
る。それらをより意識して顕在化させ、整理・
体系化することで、「企業活動＝人々の幸せ」

「社会課題をビジネスで解決」を充実させ、

それを加速させることを確信している。
このことはMCEI東京支部創設理事長、故・

水口健次氏のご発言『マーケティングはお客
さまの「ワー、スゴイ、ウレシイ、ありがと
う！」を獲得することだ』そのものでもある。

「やっと感」「いまさら感」「よかった感」が
入り混じりつつ、水口先生の偉大さを改め
て感じている。

今は昔と違って様々なデジタルスキルも
登場している。それらを活用するのは当然で
はあるが、それに偏りがちにならないで「ア
ナログとデジタルの協創」が重要なのは言
うまでもない。

ウェルビーイングマーケティング

小
お の

野　敏
としひろ

博
MCEI 東京支部　常任顧問

「ネガティブ・ケイパビリティ」という
言葉をご存じだろうか。答えのない状況に
耐える力のことらしい。世の中は複雑で、
答えが決まっていることの方が稀だ。白か
黒か、2択だったら楽だけど、現実はその
間の無限の灰色に悩むことになる。そんな
不確実な状況を受け入れ、敢えて答えをす
ぐに決めずに考え続ける。分からなくても、
答えが見つからなくても、この言葉の前で
は肯定される。耐えると言われると苦しそ
うだが、むしろ考え続けていいと言われる
と、ちょっと楽にならないか。
対語は「ポジティブ・ケイパビリティ」。

問題に直面した際に、積極的に答えを導く
力のことをいう。日常、特に仕事において
はこのポジティブ・ケイパビリティが重視

される。課題を見定め、より正しいと思わ
れる答えを選択し、ものごとを進める。そ
うして世の中は秩序を保っている。
最も重要なのは「ネガティブ・ケイパビ

リティ」も「ポジティブ・ケイパビリティ」
も、両方大切だということだ。それらをバ
ランスよく使いこなすことが重要だ。「バ
ランスよく」は難しい―そう、絶対の正解
なんてない。それがあたりまえなのだから、
今、「考える」ことを楽しんでみよう。

不確実を楽しむ力

越
お ち

智　由
ゆ か こ

香子
大日本印刷（株）
コーポレートコミュニケーション本部　本部長
MCEI 東京支部　理事
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「明日の提案、AI に作成してもらいまし
た！」「AI の推奨企画はコレです！」 生成
AI の浸透により、こんな会話にももはや
驚かなくなっている。一方で、私の動物的
嗅覚が、このままではマズいと警鐘を鳴ら
している。

人はその誕生以来、「考え、学ぶ」とい
う能力を武器に環境に適応し、食物連鎖
の頂点に立ってきた。チーターのように
早く走れなくても、サルのように高い木
を機敏に渡り歩けなくても、この「考え、
学ぶ」力こそが人の「生きる力」の礎となっ
てきた。

しかし AI の出現は、「考え、学ぶ」をし
なくても人に容易に「正解」を授けてくれ
る。これは人の動物としての退化を促さな

いか。AI と共生しつつ主導権を握り続け
るには、人は今まで以上に自ら「考え、学ぶ」
という泥臭い行為を大切にしなければなら
ない。 手塚治虫が名作『火の鳥』で描いた、
人工知能「ハレルヤ」に支配される世界は
西暦3404年。遥か先の未来だったはずが、
我々は 1000 年以上も早く、その世界の一
歩手前に来ているのかもしれない。

…と、本稿を AI に講評させたら「素晴
らしい出来栄えです」と褒められ、つい良
い気分になってしまった。やはり AI は手
放せそうにない。

人として

小
こ す げ

菅　慎
しんいちろう

一郎
ライフログテクノロジー（株）
取締役 CFO

　冷戦氷解の 1989 年のクリスマス。ブランデン
ブルク門へと東ベルリンから歩む道は暗かった。
門に近づくほどに門の西に明るく輝く自由主義世
界が見えてきた。イルミネーションの大きなクリ
スマスツリーはそのシンボルの様だった。 
　薄暗い東独側の門柱土台の前で人々がローソク
を灯し小さな花束を供えて祈りを捧げていた。冷
戦の間に起こった悲しみを癒している様だった。 
　冷戦氷解後の 1991 年のインド。非同盟主義
下でのインド経済は貧しかった。冷戦後貿易自
由化へと舵を切るも外貨準備は底をついていた。
この時日本がささやかな準備金支援の手を差し
伸べた。 
　当時のマンモハン・シン大蔵大臣（後の首相）
は、日本の支援を殊の外喜んでくれた。大使と
私（公使）、大臣と次官クラスの間に fast truck

なる定期の会合が設けられて日印関係は急速に
促進された。 
　21 世紀のインド。1991 年当時 50 億ドルほど
だった外貨準備は、2006 年には 1000 億ドルに
達し、2024 年には 5500 億ドルを超えて世界第
5 位の大国となった。 
　第 2 次大戦後の国際軍事裁判でインドのパー
ル判事は日本の被告を弁護した。戦後の貧困な
時にインド政府は象を贈って日本に希望を与え
てくれた。 
　インドを去る時インドの賢人に人の世の大切な
ことは何かと聞いた。ティヤグだと言った。それ
を私は”働きかけ“と意訳している。

インド、冷戦からの船出

神
かみなが

長　善
ぜ ん じ

次
（株）不二家　取締役
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最近強く感じるのは、何を変え、何を変
えないかを見極める重要性。20年、50年
と続く真のブランドは、世代が変わっても
揺るがない価値を提供しつつ、新鮮さと一
貫性を両立させている。コアユーザーが年
を重ねても、その背後にいる新しい世代を
取り込み、ブランドは老いずに生き続けて
いる。目先の売上に囚われ、価値あるもの
を見失い、自ら壊してしまってはいないか。
ブランド価値を自ら放棄していないか。
この視点は東京や日本にもあてはまる。

何でも壊し、新しくする。都市のアイデン
ティティは一年一年の積み重ねでしか育た
ない。インバウンドが押し寄せるのは、長
く受け継がれたものと、新しく生まれ続け
るものが共存する、その独特のバランスに

魅力があるからだ。超絶に古いものだけを
残せばいいということではない。直近、今、
良いと感じるものを残すことが、歴史やア
イデンティティを形づくる。歴史もアイデ
ンティティも、今日という一日の積み重ね
でできていく。だからこそ私たちは、今か
ら、変えるものと変えないものを選び取り、
毎日を積み重ねていきたい。ブランドも、
都市も、国も、その選択の連続の先にしか、
本当のアイデンティティは生まれないのだ
から。

変えるもの、変えないもの

近
こんどう

藤　敬
たかし

キーズ・コンサルティング（株）

親会社（ハルメクホールディングス）の
買収を受け、2024 年 4月に現会社の代表
に着任し、2年目になります。パート・ア
ルバイトを含め、社員数は 60名足らずの
小さな会社です。主な取引先はホテルや結
婚式場などのブライダル関係です。
少子化の影響でブライダル市場は厳しく

なっていますが、当社の主力商品であるア
フターブーケ（ブライダルブーケ等を加工
した記念品）の売上は比較的順調です。そ
の結果、業績は徐々に上向いています。
しかし、ブライダル市場の見通しは厳し

く、売上の確保とコストの適正化は当社に
突きつけられた大きな課題です。特に、物
価高と最低時給の上昇は、中小企業である
当社に大きなインパクトを与えています。

数年前には、まさか最低時給アップで経営
に悩むとは思いもしませんでした。親会社
が上場企業でも、当社の事業環境は安泰と
は言えず、正直シンドイと感じています。
ただ、お花とアフターブーケの制作が好

きで集まった社員たちの顔を見ると、元気
が出てきます。彼らのために、頑張らない
といけないと日々思っています。

物価高に思うこと

後
ご と う

藤　昭
あきひと

人
花と緑の研究所（株）
代表取締役社長
MCEI 東京支部　常務理事
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営業は、気合と根性！キーマンから可愛
がられて、なんぼだろ！「働いて、働いて、
働いて、参ります」が言わずもがなだった
ウェルワーキングな時代。昭和から平成（い
まはレトロでリバイバル）に、自分のイノ
セントワールドを大切に生きていた者とし
て、戦後 80年の日本の営業を問い直して
います。
セールスイネーブルメントって言葉をご

存知でしょうか？営業組織が継続的に成果
を出せるようにするために、営業情報・コ
ミュニケーションツール・育成トレーニン
グを体系的に組立・活用する取り組みで
す。様々なシステムプラットフォームが、
営業の効率化・高度化に向けて、分断され
がちだった行動を統合させています。様々

なデータ分析に基づいて、営業組織以外も
含めた部門を横断で繋ぐのをサポートしま
す。しかも、昨年まではデータを起点に有
効なナレッジをどう共有し、得意先開拓
をどう効率的に行うかがメイン課題でし
たが、この 1年でそこにAI 活用が加わり
ました！この先 10年、営業活動の自動化
（オートメーション）と能力拡張（イネー
ブルメント）が、効くマーケティングには
不可欠になると思います。
やっとセリングからマーケティングの時

代になりそうです！

Sales Enablement

齋
さいとう

藤　純
じゅんや

也
（株）オノフ
アドバイザー

今秋、世界 6 か国 16 名が集う「Helsinki 
90 hours program」に参加し、インクルー
シブな社会のあり方と新たなビジネスの息
吹を体感した。ヘルシンキの都市全体をテ
ストベッドと捉え、行政・大学・企業がシー
ムレスに連携し実用化を最優先に未知の領
域へ挑戦するその姿は活き活きとしていた。

驚いたのは駅の「閉じない改札口」で、
完璧な管理をあえて放棄する柔軟な「引き
算」の発想。“Nice to have”はやらずに
余白を作ることを教えられた。公共図書館

「Oodi」は、あらゆる市民に無料で創造の機
会を解放しており、真のインクルージョンが
イノベーションの土壌になることを示してい
た。ディープテックの見本市 Nordeep では
活発な議論に刺激を受けた。５か国の参加

者で訪れた BASTARD  BURGERS では、
ビーガンもグルテンフリーもワインを飲みた
い私も、みんなが一緒に楽しむことができた。

これからのマーケターが目指すべきは、
単なる売上の向上ではない。社会課題の解
決に挑み、異質な視点を受け入れ、人々の
ウェルビーイングに貢献する開かれたエコ
システムを構築することだ。既存の枠組み
を疑い、自分を否定しすぎないフラットな
視点を持つことで、新たなビジネスの息吹
を掴みたい。

インクルーシブな社会が生み出すイノベーション

斎
さいとう

藤　潤
じゅんこ

子
ランスタッド（株）
コミュニケーション室長
MCEI 東京支部　理事
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AI は、単なる効率化の道具ではなく、
創造の領域にも進出しています。音楽、絵
画、文章など、これまで人間が担っていた
クリエイティブな作業を補助・代替する時
代が到来し、誰もが創作に挑戦できる環境
が整いつつあります。
とはいえ、AI にはまだ難しい課題もあ

ります。たとえば、お笑いにおける「間」
の習得。台本通りに演じることはできても、
感情や場の空気を読み取り、絶妙なタイミ
ングで間を取ることは困難です。AI は過
去のデータに基づいて分析やサポートはで
きますが、空気を読む、感情を察するなど
の判断は人間ならではの能力です。
だからこそ、AI は創造性を奪う存在で

はなく、創造のパートナーとして捉えたい。

人間の発想力とAI の処理能力が融合すれ
ば、新しい表現が生まれる可能性がありま
す。「感動の創造」をテーマに活動する企
業として、AI と共にドキドキ・ワクワク
を生み出していきたい。

AI を創造のパートナーに

坂
さかもと

本　陽
よ う こ

子
（株）ヒロモリ

今年 10 月、コクヨは 120 周年を迎え
ました。それに合わせてロゴマークを変更
し、「好奇心を人生に」を掲げ、その想い
を表現したＣＩになりました。これからの
時代、様々なことはAI でますます便利に
なっていきます。情報収集もAI化され、「あ
なたへのオススメ」として大量の情報がと
めどなく流れてきます。しかし、ともすれ
ばそれは、流れてくるオススメをただ眺め
て時間を溶かし、新たな視野を広げる機会
を損なうことにもつながりかねません。こ
うした時代だからこそ、好奇心や不確実性
へのトライ（実験）を大切にしたいと思い
ます。
私自身、今年はある好奇心に動かされ、

「異業種共創コンソーシアム」を始動しま

した。「イノベーションは、組織や仕事と
して着々と進めるものではなく、ファミレ
スで夜中まで語り合う中で生まれるのでは
ないか？」という仮説のもと、多様な業種
の有志が業務時間外に集い部活的に新規事
業を考えるという、これまでにないマーケ
ティング・プロセスの実験です。1期目は
80 社を超える有志が集い、大きな手ごた
えがありました。来年も開催しますので、
「好奇心」を抱いた方がいらっしゃいまし
たら是非試しに参加してみてください。

何かを始める原動力＝「好奇心」

坂
さかもと

本　崇
たかひろ

博
コクヨ（株）　ワークスタイルイノベーション部
イノベーションデザイナー
MCEI 東京支部　理事
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フィンランドと日本をビジネス面で繋げ
る仕事に携わっていると、必ず出てくる言
葉が『8 年連続幸福度世界第一位のフィン
ランド』。では、この幸福度とは何なのか？
そしてそれは個人だけを利するものなのか、
それとも社会、ひいては国力を上げる要素
にもなり得るのか？個人の幸福度 / ウェル
ビーイングと企業・組織のそれとはゼロサ
ムなのか？

ちょうどヘルシンキに出張中という事も
あり、そんな堅苦しい質問をフィンランド
人に投げかけると、いとも簡単に ｢幸せで
ない従業員が良い仕事をするのは難しい｣ ｢
ワークライフバランスが上手く取れて初め
て創造性が生まれるし、イノベーションは
そうして起こる｣ ｢個人のウェルビーイング

は社会や国の活力に必須｣ と返された。で
は幸福度を生み出すのは何か？と重ねて聞
くと、｢自分が自分の在り様に満ち足りた気
持ちでいられること｣ ｢自分以外の何かにな
ろうとしなくても良いと思っていられるこ
と｣ と即答。そして ｢サウナに入って出て
きて湖のほとりで自然を眺めたり｣ ｢青空を
見ながら友人や家族とコーヒー飲んだり｣ ｢
何もせずに森を歩いたり｣ していると気持
ちがリセットされるとも。ちなみに一人当
り GDP でフィンランドは $53,286、日本
は $32,443 (2024 年 ; IMF) だ。

フィンランドで聞いた幸福度と経済的持続性

志
し が き

垣　圭
けい

日本フィンランドイノベーションネットワーク TWIST
エグゼクティブアドバイザー＆ライフスタイルキュレーター

茨城の人気のパン屋では、早朝５時から
のスタッフを募集しても日本人は集まら
ず、採用しても長くは続かず、14 名のう
ち 12名が外国人です。コンビニの外国人
スタッフも見慣れた光景になりましたが、
某コンビニのパンを作る工場では、大半が
外国人です。実父の話ですが、庭の手入れ
を地元の植木屋に依頼したら外国人の職人
も来て、親方に話を伺うと「日本人はすぐ
辞める」とのことでした。
好きとか嫌いとか、良いとか悪いとかで

はなく、日本社会の“現状”を外国人の方々
も支えていることは事実だと思います。こ
の“現状”に目を向けず、外国人が作った
パンだと知らずに食べながら排外主義的な
思考になった人がどれくらいいるのだろう

か、と感じた 1年でした。
また、新興国に行っても物価が安いと感

じられなくなったことも“現状”であり、
政治の方向性に関わらず、日本を選択しな
い外国人が増えてしまうのではないかと心
配になります。
AI を駆使して外国人を雇わなくても事

足りる豊かな社会ならば排外主義的な主張
をする人がいても構いませんが、“現状”
では難しいのではないのでしょうか。シカ
を蹴る人は日本人でも外国人でも罰すれば
良いのではないでしょうか。

多文化共生社会を目指す世の中を願って

佐
さ と う

藤　紘
こ う じ

司
茨城県立石下紫峰高等学校
教諭
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私は「人間的成功」と「社会的成功」の
両面をバランスよく磨いていきたい。しか
し、世の中、外部情報でバランスをかける
ときがあります。仕事の面でも、「お客様
の利益」と「会社の利益」のバランスを考
えながら仕事をしています。ことわざには
「損して得とれ」があります。皆、このこ
とわざは知っていますが、実行し続けてい
る人は少ないように思います。最近は、こ
のことわざを実行し続けるために「会社の
利益」を適切に確保していく感覚が強くな
りました。ビジネスは勝負ですので。しか
し、その背景には「損して得とれ」がある
会社にしたいです。そして、それを楽しみ
たいです。そんな背中を魅せられる大人が
増えると、もっと日本が世界をリードでき

るのではないかと感じています。さて、マー
ケティングの世界でも「損して得とれ」と
いう文化が醸成されると、もっと、もっと、
若手の面白いアイディアを実行できる場が
増えるのではないかと思っています。AI
の活用が進む中、「損して得とれ」が推進
できる人材を育成したいなと。2026 年も
「損して得とれ！」

人間的成功と社会的成功

嶋
し ま じ

司　貴
たかひろ

裕
（株）SHIMAGIC
MCEI 東京支部　常務理事

昨年（2024 年）以降、一時的に備蓄米
の放出などでコメの価格が下がったもの
の、今年（2025 年）の新米の時期になっ
ても（いや、むしろ以前よりも）『コメ価格』
は高いままである。
報道等では『このままではコメ離れが心

配 ･･･』と言う楽観的な論調となっている
が、事態は深刻だ。既に超高速なスピード
で『コメ離れ』は進行してしまっている。
小売の現場では、『コメに代わるもの』の
ニーズを探るべく、様々なカタチで対応し
ているが、困ったことに、コメの代わりは、
店舗ごとに売れてきているモノが異なって
いる。パスタ、チルド生麺、インスタント麺、
パン（食パン、菓子パン、ロール系）どれ
にニーズが移っているのか？細かく素早く

読み取る事が重要なのだが、小売り側もな
かなかそこまで読み切れていないのが実態
である。また、『コメの代わり』の商材の
『次』に使うもの（例えば、食パンにバター
など）の取り込みもまだまだ不十分な状況
である。いったん「コメ」から離れたニー
ズは、コメ価格が落ち着いたとしても来年
以降もコメに戻る事はないだろう。それだ
け今回の「令和の米騒動」は日本の食文化
に深く暗い影を落としているのである。

コメの価格の高止まり・・・その先には？

信
し の だ

田　洋
よ う じ

二
（株）Believe－UP
代表取締役
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AI が台頭し、誰もが瞬時に「もっとも
らしい正解」を出せる時代が到来しまし
た。論理的な最適解がコモディティ化する
中で、今後私たちが生み出すべきは、予測
の範疇を超える「未知の価値」にあると思
います。
それは、統計的な平均値ではなく、あえ

て「外れ値」を「価値」へと昇華させる試
みと言えるかもしれません。そのために不
可欠なのが、決して真似をしない「センス」
なのだと思います。センスとは、外部情報
の巧みな編集ではなく、個人の「好き」や「興
味」という、人間本来の本能的な熱量から
生まれるものであると思います。
データが正しさを保証する世界で、唯一

無二の武器になるのは、人間ならではの非

合理な偏愛なのかもしれません。自身の内
なる声を信じ、外れ値を恐れずに突き進む。
そこにこそ、AI には代替できないマーケ
ターの真価が宿るのではないかと感じてい
ます。

センスとは真似しないこと。

杉
す ぎ た

田　晶
あきひろ

洋
有楽製菓（株）
マーケティング部
執行役員

参りました．．．。
昨今の材料費・外注加工費の高騰で、今

まで作っていた製品が予想以上の金額に
なってしまい、製品作りが頓挫してしまう
事態。取引先に理解を促すにも予算が有る
し、理解してもらえる常識を超えた金額。
現在取り組んでいて価格高騰で悩むの

は、神津島の桑の木から作る木粉に樹脂を
混ぜて作る木粉入り３Dプリンター用の
フィラメントです。島の不要な材料を利用
したサスティナブルな大変満足に仕上がっ
た製品で、３Dプリンターでの造形も順調
である中、突然次回からの外注価格が 1.7
倍に高騰。単純に販売価格を上げることで
解消できる状況とは思えません。
最近では、高速道路にあるサービスエリ

アにある立ち食い蕎麦の金額にもビックリ
で、気楽に休憩することもままならぬ事態
になっていませんか？これも同様で、こん
なに販売価格が高騰する状況は、立ち食い
の気軽さが無くなってしまい、これからは、
旅先で自前のおにぎりを食べる風景が想像
できます。
そんなことで、今は日々新たなフィラメ

ント加工の外注先を探しているところで
す。今回は悩み事で失礼いたしました。
でもどなたか、知恵をお貸しくださいま

せんか。

製造費の高騰不安

菅
す が の

野　潔
きよし

（株）興栄社
代表取締役
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ウォーキングのコースに気になるお店が
ある。置いている服や帽子が好み。と言っ
ても青山や銀座の話ではナイ。23 区でも
最もマイナーなエリア。昭和の香り漂う商
店街の一角の“洋品店”のお話。だけど、
店がどこにあろうといいじゃないか。好み
のあうお客さんが一定数いて、彼らが世界
のあちこちに点在していても、いまや通販
もあるし、理屈的には商売は成立するはず。
本来、服や味の好みなんて千差万別が当た
り前。99％の人が美味しいと言う大福よ
り、自分がおいしいと満足できる大福を僕
は食べていきたい。みんなが好みで選り好
みをするようになれば、世の中はもっと楽
しくなる。みんなが好みを主張しないで妥
協を重ねれば、寡占がどんどん進んで、か

つてのソ連や東欧のようになってしまう。
まずは消費者の一人として、もっと我儘で
いきませんか。ちなみに僕はいま、二層式
の炊飯ジャーを作ってくれるメーカーが
あったら、炊飯器はもちろん、株も買おう
と思っています。三人家族で、ご飯が二人
分残っている時、すごく嬉しいので。そこ
を分かってくれるメーカー、ないですかね。

もっとワガママでいこう！

鈴
す ず き

木　良
りょうへい

平
（株）ジェイアール東日本企画
企画制作本部クリエイティブ局
次長

私が実践していることは 5年前からオ
ンラインサロンを運営しております。その
中で、社会の変化と価値創造、そして在り
方についてお伝えいたします。
現代社会は、AI やグローバル化、そし

て価値観の多様化によって、かつてないス
ピードで変化しています。情報があふれ、
正解が見えにくい時代において求められる
のは、「外の変化」に流されることではなく、
自分の内側にある感性と意志で未来を創る
力です。
その中で私は、この内なる変化を軸にし

た新しい価値創造を提唱しています。それ
は「誰かの模倣」ではなく、「自分の生き
方そのものを作品にする」生き方。個人の
気づきや想いが、社会全体のイノベーショ

ンにつながる時代において、そのための気
づきと実践の場を提供します。
私が思う「価値創造」について
価値とは、誰かの「悩み」や「願い」を

理解し、それを解決・実現する行動の中か
ら生まれます。
つまり、価値創造＝共感と挑戦の循環で

す。一人ひとりが自分の可能性に気づき、
それを社会に還元することで、世界は少し
ずつ優しく、面白く、豊かになります。

社会の変化に対応するイノベーション

杉
すぎもと

本　有
ゆ う き

紀
合同会社CREATE
CEO
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「六次の隔たり」という言葉があります。
人間誰しもその知り合いの知り合いを 6
回辿ると、世界中の人に行き当たるのだと
か。たった 6回で世界中というのは何と
も不思議な気もしますが、どんな人でも、
その経糸と緯糸を辿れば、どこかで顔が広
い人に行き当たり、そこから広がっていく
のでしょう。何となくネットワークビジネ
スを彷彿とさせます。
私の出身高校の同窓会組織の高齢化が進

み、役目を担う人がなかなかいないとのこ
とで、卒業年別の世話人を仰せつかってし
まいました。とはいえ、私は顔が広い方で
はないので、「どうしたものかな？」と思っ
ている中でふと思い出したことが。高校は
関係ない知人の職場の後輩と、それとはま

た別の知人の奥様が、それぞれ私と同じ高
校なのだと聞いたことがあるのです。その
二人ともに私は面識がなく、知り合いの知
り合い。二次の隔たりです。これまでにX
次の隔たりを辿ったことはありませんが、
二次くらいならば辿れるかも知れません。
またその先、三次や四次まで行くと、かな
りの数の同窓生まで辿り着いたりして？　
知人それぞれ、次に会った時には話をして
みたいと思います。

X次の隔たり

曽
そ だ

田　昌
まさひろ

弘
製造業

高齢化社会の到来とともに定年後も継続
就労するというライフスタイルが広まって
きているようです。65 歳定年が一般化し
てきてはいますが、未だに 60歳定年制を
取る会社も多く、そうなると定年後も嘱託
社員などとして働き続ける人が増えるのも
必然と言えそうです。それなりの要職に就
いていた人も定年を迎えた途端に決裁権が
なくなるばかりか、会議などにも声が掛か
らなくなる。以後は作業や上司からの指示
による仕事が主になり、大きくビジネスラ
イフが変わる事になります。
今後は現場業務のAI 化が進み、現場人

員の削減を目論んでいたホワイトカラーの
皆さん、AI 時代だって現場管理をする人
が必要です。そこには市場や製品に詳しい

現場経験豊かな人材が求められるのは必然
です。現場を離れて久しい管理職者はそん
な時代にどう活躍できるのでしょうか？
健康寿命は 72歳とか。お金を沢山持っ

ていても体が思う様に動かないようでは最
悪です。早めに上がって余生を楽しんだ者
が勝ちですね。しかし実際にはどのくらい
の人にそんな選択が出来るでしょうか？今
からでも現場に対する「当事者意識」を持っ
て、見識や技量を磨いておく必要が有りそ
うです。

高齢化社会とAI 化時代の訪れ

関
せき

　昌
まさひろ

弘
（株）ホビーセンターカトー
営業部
お客様サービス担当
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今年は会社のビジョンと自組織のビジョ
ンの浸透を通じて組織力の強化に挑み、試
行錯誤を重ねました。そこで痛感したのが、
「会話」と「対話」の違いです。会話は情
報のやり取りに留まりがちですが、対話は
相互理解による信頼関係を深め、主体性を
引き出します。対話を通じてビジョンを「自
分ごと」に変換できたとき、初めて具体的
なアクションが生まれ、組織は力を得ます。
これはマーケティングにおける「お客様」

とのコミュニケーションと共通点を感じま
す。一方的な発信ではなく、お客様の声を
聴き「価値」を擦り合わせ、お互いの満足
を創出することが、選ばれ続ける関係をつ
くるのです。私はMCEI を、業種・業界・
肩書や組織の壁を越え、意図と価値をオー

プンに語り合える「対話の場」だと実感し
ています。この場をさらに深く（本音・学
びが交わる密度を）、大きく（関わる人と
テーマの広がりを）していきたいと思って
います。
互いの立場を尊重しながら率直に提案

し、協創を実践していく。組織の内外で対
話を起点に、ビジョンを行動へ接続する。
その積み重ねが、次の成長をつくると信じ
ています。

「会話」と「対話」

髙
た か つ

津　尚
しょうこ

子
日本製紙クレシア（株）
常務取締役　マーケティング総合企画本部　本部長
MCEI 東京支部　理事長

企業のPR戦略において、変化を感じて
いる。以前は、「プロダクトの露出」中心で、
新商品の機能、価格、スペックをいかに魅
力的に伝え、メディアに取り上げてもらう
か。それがPRの中心でした。
しかし昨今、多くの企業が「コーポレー

トの露出」に力を入れ始めています。背景
にあるのは、商品レベルでの差別化に限界
を感じているからではないでしょうか。技
術の成熟により、機能や品質だけで他社と
の違いを明確に打ち出すことは極めて難し
くなりました。
生活者は今、「何を買うか」以上に「誰

（どの企業）から買うか」を問い始めている。
企業が持つMVVP、社会への向き合い

方、そして中の人々の熱意。そうした「企

業の良さ」や「人格」を伝え、深い共感と
信頼を獲得することこそが、結果として選
ばれる理由のひとつになっているのではな
いでしょうか。
「愛される企業が選ばれる」時代へ。企
業としての発信の内容が問われているので
はないでしょうか。

「企業」の共感へ

高
た か だ

田　大
だいすけ

輔
ビルコム（株）
プロデュース局
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今年初めて地元の町内会の役員に携わっ
た。最初は「面倒だな」と思っていたけれ
ど、いざ始めてみると、今まで知らなかっ
たご近所さんとコミュニケーションが取れ
たり、このMCEI で培った業務スキル（？）
が活かせたりして意外と楽しく参加してい
る。一方で、居住者の高齢化による役員辞
退や町内行事の参加者減少など、課題も
多々ある。順番で周ってくる公園掃除など
も、いつも決まった人しか集まらず各人悩
んでいた。前任者も、回覧板やポスター掲
示で掃除当番の告知をしていたのだが、今
一つ人が集まらなかった。そこで今年はひと
工夫して、大きな文字と可愛いイラストを
入れたチラシを貼ってみたところ、いつもの
倍の人数が集まってくれた。効果バツグン！

町内活動と言えど「どうやったら人が集
まってくれるか」を考えて行動したこれこ
そ「マーケティング」なのだ。仕事でも学
校でも日常でも、何かを伝えたい相手がい
ればもうそれは「マーケティング」の第一
歩なのだ。勉強しようと思うと難しく考え
がちだが、私たちはすでに「マーケティン
グ」を使っている。その「引き出し」をど
れだけ増やせるか、それがMCEI が発信
する役割でもあると思う。

日常にある「マーケティング」

高
たかはし

橋　麻
あ さ こ

子
MCEI 東京支部　事務局

昨年『高峰秀子生誕 100 年』のイベントに参
加すると、高峰秀子・松山善三夫妻の養女斎藤明
美氏が講演で、高峰は亡くなる少し前まで、三度
の食事をていねいに作り、後片付けでは亀の子束
子（たわし）を使って、食器類をピカピカに磨い
ていたというエピソードが披露され、私の印象に
残った。 

この亀の子束子の本社は東京・北区にあり、こ
とし 118 年の老舗企業である。現在輸出も展開し、
束子は創業以来手作りにこだわって職人の手で作
られている。子どもの頃、家の台所にも必ず亀の
子束子があり、1914（大正 3）生まれの母がいつ
も使っていたことが蘇った。私はさっそく亀の子
束子を求め使い始めると、使いやすく気に入って
いる。 

ことしは昭和100年の節目で、昭和時代のトピッ

クが新聞紙上でにぎわっている。実は、私は近年
中堅企業（非上場）の依頼で、数社の創業 100 年
社史・記念誌や創業者伝の出版に取り組んできた。
特に東京はこの 100 年間、1923 年の関東大震災
そして 1945 年第二次大戦の大空襲などで大打撃
を受けた。けれども企業の経営者たちはそこから
すぐ立ち上がって、焼けた工場跡にバラックを建
て、残った機械を修理して事業を再開した。その
後彼らは必死に事業を軌道にのせ、次の世代につ
ないできた。 

各社の history の内容は異なるが、紆余曲折に
富んでいる上に、事業を現在にまでつないできた
企業生命の力強さはみごとである。

100 年企業の製品亀の子束子を使う

髙
たかはし

橋　明
あ き よ

紀代
（有）メディアハウスエイアンドエス
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技術者として 25年間、自動販売機のメ
カトロニクスやセンシング技術の開発に
従事してきた私は、今年からマーケター
として新たな挑戦を始めました。マーケ
ティング業務は、専門的な技術を追求し
てきたこれまでの業務とは大きく異なり、
顧客心理や市場動向を理解することに苦
労しました。
しかし、MCEI で異業種のマーケターの

方々から顧客視点の重要性や市場洞察の
手法を学び、多くの気づきを得ることが
できました。さらに、技術者として製品
開発を深く理解していることが提案の説
得力やチーム間の橋渡し役として役立っ
ています。
今後は、デジタルマーケティングやデー

タ分析など新しいスキルを磨きつつ、異
業種で得た知見を活かし、技術と市場ニー
ズを結び付けて商品価値の最大化を目指
していきたいです。

技術者からマーケターへ新たな挑戦

田
た な か

中　良
よしかず

和
富士電機（株）
食品流通事業本部　事業統括部
事業推進センター　新流通技術部
主任

プロモーション代理店にとって生成AIは
コピー案やビジュアルのラフ、動画構成のた
たき台、インサイト候補の抽出などを高速か
つ大量に行える存在であり、制作の初期工
程や反復的な作業は大きく代替されていく
ことが予想されます。その一方で、完全な
代替が難しい領域も残ります。例えば、クラ
イアント企業の組織事情や社内意思決定プ
ロセスを踏まえた落としどころの設計、社会
情勢や炎上リスク、法規制を踏まえた「や
る・やらない」の最終判断、対話を通じて
顧客の本音や言語化されていない不安を読
み解き企画・デザインすることなどです。AI
は最適解らしき案を提示できますが、その選
択に責任を持ち、ブランドや生活者の「よろ
こび」に対する影響を引き受けるのは我々の

役割だと思っています。今後AIの浸透が加
速度的に進む中で、代理店はAIに任せられ
る作業を徹底的に委ねつつ、我々にしか担
えない判断・編集・関係構築・責任の部分
へリソースを集中することで、新たな価値を
生み出していく必要があると感じています。

生成AI と共創するプロモーション代理店の未来

竹
たけうち

内　仁
よしたか

孝
（株）千修
営業本部　執行役員
MCEI 東京支部　理事
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日常の業務時間を、ヒトの判断や創造を
伴いアウトプットの質を高める業務を「仕
事」、委託可能な業務や仕事をするための
付帯業務を「作業」。業務時間をこの 2つ
に分類した時、いかに「作業」を減らして「仕
事」を増やすか、もしくは「作業」をオフ
の時間に変換できるか…AI 活用によって、
仕事の質やライフタイムバランスを大き
く変えることができる時期に来ていると思
います。但しヒトとAI の役割を、自らの
個性に合わせて定義付けできる人が、その
チャンスを得られるのだと思います。まず
は触ってみて、見様見真似でプロンプトを
入力してみて、情報を得たり、文章を要約
したり、データを加工したり、考え方の壁
打ちをしたり。AI を自らの考えに寄せつ

つ、自身との役割を分担し、その方が効率
化を実感できたと同時に仕事の成果が出て
いれば、また一歩営業DXが進んだと密か
な喜びを得ます。組織としての営業DXは
定着してなんぼ、道のりはまだまだ長い…

生産性向上へ、営業DXの推進を通じて

寺
てらもと

本　隆
たかひろ

博
カゴメ（株）
営業本部営業推進部　部長
MCEI 東京支部　理事

先日、ズボラさんでも簡単に整理がで
きる「ZUBORA SHIKIRI BAG」という、
名の通り仕切り付きでポーチなしでも小物
がばらつかないアイテムの情報解禁を行い
ました。すると、「ズボラがこんなにたく
さんのポケットを使いこなせるわけがな
い」（もう少しマイルドに書いてくださっ
ていました）という内容の引用投稿が、な
んと 1,260 万インプレッションを記録。
これまでも何度か SNS にて話題にしてい
ただいたブランドでしたが、過去最大の反
響でした。その後、Amazon・楽天ブック
ス共に「本の総合ランキング」で上位にラ
ンクイン。最初はネガティブな印象を少し
受け落ち込みもしましたが、結果的にその
投稿をきっかけに商品を知ってくださった

方々の需要に刺さり、無事にお手元へ届け
ることができました。話題にしていただけ
ることのありがたさを、心から実感した出
来事でした。良いアイテムを作り、ブラン
ディングに励むことはもちろんですが、「バ
ズワード」を商品に取り入れることが、こ
れほどまでに結果へ影響を与えるのだと改
めて感じ、常に考え続けることの重要性を
再認識しました。

話題化が生むブランド成長の仕組み

出
で ぐ ち

口　花
は る か

夏
（株）宝島社
コンテンツ＆プロダクツ局 
BRILMY ディレクター
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昨年の本稿では、曖昧なブランディング
からの脱却と、PRデータによるブランド力
の数値化について寄稿しました。今年は企
業ブランドの視点を広げ、企業が直面して
いる「評価軸の転換」について触れたいと
思います。
かつて、企業の評判は「遵法性×業績×

製品力」で測られていました。しかし、社会
課題が複雑化する現在、その尺度は株式至
上主義の脱却などの社会背景から「倫理性
×社会価値×対話力」へと劇的にシフトして
います。単に法を守り、良い製品で利益を上
げるだけでは、もはやステークホルダーから
「選ばれる会社」にはなり得ません。

企業がどのような倫理観を持ち、どんな
社会価値を生み出し、いかに誠実に対話で

きるか。製品の機能的価値を超えた、企業
の「人格」そのものが問われる時代です。
だからこそ、企業の本質的価値を伝え、共
感を生み出すコーポレートブランディングが
不可欠となっており、弊社にはその相談が増
加しています。
本年は、この新しい評価軸を指針とし、可

視化されたブランド力をテコに、社会との対
話を深める活動に邁進していく所存です。

「知っている企業」から「選ばれる企業」へ

長
ながさわ

沢　美
み か

香
ビルコム（株）
ステークホルダーエンゲージメント局
ストラテジックプランニング局
局長

最近よく耳にする「K字型消費」、単な
る統計上のデータではなく、購買・消費の
現場で顕在化していることを肌で感じてい
ます。安さ・コストを追求する食品や日用
品、高くても「心から納得できる価値」を
求める製品に、生活者の選択がはっきりと
分かれ始めています。このような現状は、
非常に大きな転換点だと感じています。社
会全体では、健康意識の高まりやエシカル
消費が定着した一方で、タイパを重視する
ライフスタイルも加速しています。私たち
の競合他社も、皮膚科学的な機能性や、洗
練されたデザイン、タイパの良さなどの提
案を強めています。情報が溢れる中、「自
分にとって価値があるもの」を選ぶことが
難しくなっている側面があることも事実で

す。この変化の中で私たちとしては、人や
社会、自然環境の課題にいかに向き合い「真
摯な解決策」を提供し続けられるか、生活
者のニーズと企業としてのニーズが重なる
独自価値、サービスおよび情報を生活者み
なさまに提供し続けられるかが大切です
し、一つの社会的責任であると自認し、活
動してまいります。

市場の「二極化」で見えた、私たちの役割

富
とみむら

村　達
た つ や

也
シャボン玉石けん（株）
マーケティング部
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『百人百語』という言葉は、多様性を象
徴する表現として現代社会で実は広く認識
されている様です。世間では、この言葉が
個々の価値観や意見の違いを尊重する重要
性を示していると考えられています。グ
ローバル化や情報化が進む現代では、多様
な意見や視点が交錯する状況が日常的に見
られます。そのため、『百人百語』の考え
方は、他者を理解し、受け入れる姿勢を育
むための指針として注目されています。で
すから、この百人百語という取り組み自体
は、コミュニケーションツールにも繋がっ
ているんだと感じた次第です。
一方で、この多様性がもたらす課題につ

いても議論されています。意見の違いが対
立を生み、共通の理解の対話や調整が求め

られる場面が増えています。『百人百語』
の理念を実現するには、単に多様性を認め
るだけでなく、異なる意見を調和させる努
力が必要です。個人の意見も尊重しながら
なので、異なる意見を調和させるのは実に
難しい事です。『百人百語』は、現代社会
での共存のあり方を問い直すテーマとして
捉えられています。MCEI さんのこの取り
組み、実は多様性を認めつつ、コミュニケー
ションツールとして使用されている事を改
めて認識した次第です。

百人百語と言う名のコミュケツール

中
なかむら

村　知
ともひろ

弘
カルビー（株）
コーポレートコミュニケーション本部　
グループ広報部　お客様相談課

ネゴシエーションという場では、如何に
自分を相手より優位な場に置くことが出来
るのかが誰にとっても最重要な課題とな
る。通常のコミュニケーションがかなりの
範囲で制限・制約される状況といえるので
はないだろうか。25 年以上前に「なぜど
のチームも解決出来なかったか」と思い起
こす授業（ゲーム）があったので、ここで
簡単に紹介したい。
各 5名編成の２チームに夫々に課題が

与えられ両者で交渉を行う。課題は、世界
に 100 個しか在庫が存在しない特殊なオ
レンジを取り合うというもの。両チームと
もに、100 個全て入手しないと全員助か
ることが出来ないというシチュエーション
が与えられた。2時間の交渉時間の中で、

5回程度の交渉の場が設けられ、交渉して
いない時間は各チームで作戦を練る。確か
5組（合計 10チーム）で競ったが、どの
組も交渉が決裂し、誰も助からなかったと
いう結果となった。
オチは、Aチームはオレンジの中身のみ、

Bチームは皮のみ必要だった。どのチーム
も相手より全てのオレンジを奪取すること
に躍起となり、どこも必要な部位に言及す
ることはなかった。

ネゴシエーションとコミュニケーション

中
なかにし

西　昇
のぼる

富士電機（株）
食品流通事業本部　事業統括部　
海外推進部　担当部長
MCEI 東京支部　理事
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｢お客さま学｣ の生みの親、水野勝弘さんが
今年9月4日、他界された。私にとって水野さ
んは、技法よりも ｢構え｣ を教えてくれた希有
な存在だった。
水野さんが繰り返し語っていたのは、｢マーケ

ティングの本質は、目立って、好かれて、欲し
がられること｣ という、極めてシンプルで厳し
い原理。派手であることとも、声が大きいこと
とも違う。顧客の記憶に残り、感情に触れ、行
動を促す存在になること。その覚悟が問われて
いるのだと教えられた。私は若い人たちに｢マー
ケティングとは?｣ と訊かれた時に、上記に水
口健次先生の名言と自分の知見を加えて、｢すべ
てのコストの負担者であるお客さまに、目立って
好かれて欲しがられて買って使って満足して推
奨して頂くためのアノ手コノ手｣ と答えている。

もう一つ、強く印象に残っているのが ｢視座
と視点の違い｣だ。視点は物事の切り取り方だが、
視座はどこに立って世界を見ているか。顧客の
側に立つとは、単にデータを見る位置を変える
ことではなく、価値判断の基準そのものを顧客
に預けることだと、水野さんは身をもって示し
ていた。
理論と現場、分析と情緒、ビジネスと人間。

そのあいだを自在に往復する姿勢こそ ｢水野流｣
の真髄。水野さんから学んだ ｢お客さまを見る
目｣ を、これからも実務の中で問い続けていき
たい。
水野さん、ありがとうございました。

元祖「お客さま学」、水野勝弘さんを偲んで

仁
に と う

藤　正
しょうへい

平
日本橋経済新聞　編集長

『リンネル』は今年、創刊 15 周年を迎え
ました。
私たちはこれまで、「ページを開いた瞬間

に、安らぎと小さな高揚感が生まれる誌面づ
くり」を大切に歩んできました。情報があふ
れる時代だからこそ、読者の心をそっとやわ
らげ、前へ進む力につながるコンテンツをお
届けしたい――その思いが、常に活動の中心
にあります。
その姿勢は紙媒体にとどまらず、ものづく

りへも繋がっています。たとえば「ランドセ
ルリュック」。長く愛用できる機能性と、子
どもたちの気持ちが自然と明るくなるデザイ
ンを追求し、日常に寄り添うアイテムとして
誕生しました。
さらに今年は、公式Web サイトを大幅に

リニューアルし、誌面と連動した記事や動画
などを通じて、「リンネル的な暮らし」をよ
り多面的に発信できる場へと進化を遂げてい
ます。
これからのメディアは、読者の皆さまとと

もに「育つ」存在でありたい。
雑誌、Web、リアルイベント、そしてもの

づくり――。
そのすべてを通じて、“やさしさ”や“ぬく

もり”という価値を一貫して届け続けること。
それこそが、私たちが目指す新たな価値創

造のかたちであると考えています。

暮らしに寄り添うブランド戦略

西
にしやま

山　千
ち か こ

香子
（株）宝島社
第 1メディアビジネス局　局長
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自分の身体で感じないと気が済まない性
格の私は、通期パスを用意して大阪・関西
万博に臨んだ。開幕日から最終日まで計
23 回通った。令和の今は、公式アプリや
地図よりも、SNS グループや非公式マッ
プが頼りになる時代。昭和の万博は中学生
で自由に行けなかったが、今回は自分のス
マホで情報を得ながら思う存分楽しんだ。
食イベント、知人企業の出展、友人の舞

台出演、石磨きアート探しなど目的も多彩
で、会場を東へ西へと歩き回った。丸一日
滞在した日は少なかったが、毎回 2万歩
は軽く超えた。地図を見なくても会場の配
置がわかる規模だし、海外観光客は少なく、
地方都市・大阪の大きな公園で開かれた「地
域密着型の祭典」という印象だった。来場

者の65％が近畿圏というのも納得できる。
半年間にわたり開催してくれたから近畿

圏勢は、そりゃ～はしゃいで当然。特に「大
屋根リング」は圧巻で、友人たちにも「こ
こに上がるだけでも来る価値ある！」と勧
めた。屋根の下では涼をとり、何より屋根
の上を歩きながら会場全体を見渡せる造り
は素晴らしかった。この万博は、「いのち
輝く未来社会のデザイン」というテーマ通
り、私の中でも確かに“いのち”が輝いた
時間だった。関係者の皆さまに感謝したい。

ありがとう大阪・関西万博

伯
は く い

井　裕
ゆ う こ

子
主婦っとサーベイ

数年前郷里の実家を売却した。主原因は
獣害だ。20 数年前帰省中、居間の窓外を
大きな犬が通ったのを見たと思ったのだ
が、実は犬ではなく猿であった。異変を感
じた初めであった。その数年後、郷里の母
から実家横の農道を猪が掘り返して大変な
状況になっているとの連絡があり、急ぎ帰
省した。実家に沿った幅 2mほどの農道が
10m近くにわたり 40cm ほどの深さに掘
り起こされていた。猪のミミズ獲り行動で
あった。村の自治会長に連絡し、市の援助
も得て修復工事が行われた。実家では敷地
内への猪侵入を防ぐため急ぎ門扉を設営し
た。10 数年前の秋に隣家の幼馴染が、我
が家の畑の柿木に熊が登っているのを発見
して、母に連絡してくれた。急ぎ帰省して

幼馴染に聞き取りをした。夜、変な音がす
るので懐中電灯で確認すると熊が柿木に
登っていて驚き、翌朝母に報告してくれた
由であった。早速、知人に依頼して畑にあっ
た柿木10本を伐採してもらった。その後、
母が施設へ入所し、月に一度実家管理に帰
省していたが、翌年秋に実家敷地内の柿木
の太い枝が折れているのを発見。熊の仕業
と確信、遠距離での実家管理は不可能と判
断して実家を村人に譲ることとした。現在
の熊騒動の先駆けであった。

獣害日本

野
の な か

中　信
の ぶ お

夫
野中経営事務所
代表
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異業種とのコラボレーションによるブラ
ンドの拡散は、日本と同様ポーランド（駐
在中）でも話題づくりに有効な手法である。
最近は想定内の組み合わせでは注目を集め
る事がなかなか難しく、「予想外の組み合
わせ」による意外性の創出で消費者の関心
を集める事に取り組んでいる。弊社では、

「チョコレートフレーバーの化粧品シリー
ズ＆大手ドラッグで限定展開」「チョコレー
トをモチーフにした女性向けアパレルとの
コラボ＆自社のチョコレートミュージアム
でのファッションショー開催」といった事
例がある。ポイントは意外な組み合わせで
はあるが、ブランドと消費者のエンゲージ
メントが高まる、新たなターゲットの獲得
が期待できる、といった様に狙いをしっ

かり定めた上で企画する必要がある。一
方、モノとモノのコラボに限定・固執する
必要はない。消費者の想像を超えた提案が
求められ、インフルエンサーを巻き込んだ
SNS での広がり、話題性の創出は必須で
ある。「Wow !」と思わず消費者がつぶや
きそうな企画を今後も開発して行きたい。
水口創設理事長が提唱された「コト提案」

「Wow マーケティング」は現在も、グロー
バルな視点でも威力充分である。

予想外の組み合わせ

深
ふ か つ

津　強
つよし

LOTTE　Wedel
代表取締役プレジデント

数量化できない微妙な質感＝クオリア、
物質である脳になぜ心というものが宿るの
か、仮想の不思議さである。近代科学は ｢
今、ここ｣ の現実の変化がもたらす因果律
を明らかにしてきた。力は、必ず接触した
ものどうしの間で働く近接作用であること
が判っている。重力や電磁気力など、一見
離れて見える現象も、必ず粒子と物質が接
触して力が働く。この近代科学の大前提を
｢局所的因果律｣ と呼ぶ。これを前提とし
た科学は ｢今、ここ｣ の現実が変化する際
の現象を法則として明らかにしてきた。既
に過去のものや、はるか未来のものは ｢今、
ここ｣ の現実に影響しない。近代以前、仮
想の価値は高かった。資本主義は徹頭徹尾
実際的な制度で、現実化されないものは淘

汰される。進化心理学と社会的ダーウィニ
ズムの一連の中に我々も在る。とはいえ、
時代は代わっても人の本姓はそう変わらな
い。物理的世界全体より広い仮想空間の中
に我々人類は様々な文学、芸術、音楽を創
り上げてきた。そして夢にも又固有な歴史
があった。個人の夢が生活史と切り離せな
い歴史の層を造ってきた。古事記から今昔
物語、日本中世の諸作品に至るまで、夢も
また一つの現実である。
AI は仮想することはできないし夢もみ

ない。今、マーケティングはこの気づきの
中に新しい可能性を探求すべきでは。

仮想と夢とAI と

橋
はしづめ

詰　仁
ひとし

MCEI 大阪支部　顧問
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今年度の最低賃金改定は、過去最も上昇
率・額とも高くなりました。今回の改定に
対応するためには、パート・アルバイトの
みならず、社員の賃金改定をする必要があ
ります。来年度以降の最低賃金改定は、継
続的に社員の賃上げを伴うものになるた
め、業務効率を改善し、生産性を向上する
ことが急務となっています。
最近では、賞与査定作業を止めて業績連

動方式にすることで、査定にかかる業務時
間を削減する動きも一部で出てきていま
す。業種にもよりますが、全業種平均する
と業務のタイプは知識や技術、経験を必要
とする専門型業務が約 10%、いくつかの
選択を経て業務を遂行する選択型と誰で
も業務遂行ができる単純型が合わせて約

90%と言われます。この選択型・単純型
業務を効率化し、余剰となった業務時間を
いかに生産性向上につなげていくかが、ポ
イントになりそうです。
効率化と生産性向上が混同されるケース

がありますが、効率化は「削減（－）」、生
産性向上は「成果（＋）」の意味であり、
よく理解した行動が求められます。

効率化と生産性向上

藤
ふ じ い

井　孝
こ う た ろ う

太郎
（株）サンキュードラッグ
経営企画室　室長

NHK 大河「べらぼう」主人公の蔦屋重三郎（蔦
重）は、版元という肩書きだけでは語りきれない。
浮世絵や黄表紙といった新しい表現を束ね、時代
の空気を読み取り、才能を押し上げる“文化プロ
デューサー”として江戸の中心に立っていた。

とりわけ際立つのは、町人たちの気分をつか
む巧みさだ。吉原や日本橋に集う人々が何を面白
がり、何を語りたがるのか。蔦重はその感覚を肌
でつかみ、編集し、形にして世へ放った。写楽の
デビュー演出は、今で言えば洗練されたコンテン
ツ戦略そのものだ。

店は本を売るだけの場所ではなかった。戯作
者や絵師、読者が自然に集い、情報が交わり、新
しい文化が芽吹くサロンでもあった。人がつなが
るところに価値が生まれる——そんな「協創の
マーケティング」を、蔦重は江戸で実践していた

ことになる。
さらに見逃せないのが、時機を射抜く鋭さだ。

祭礼や芝居の熱気が高まる瞬間に合わせて新作を
繰り出し、SNS もない時代に口コミだけでヒッ
トを連発した。情報を編集し、勢いに変える力は
群を抜いていた。 

時代は変わっても、「人は何に心躍らせ、何を
語り合いたくなるのか」という本質は変わらない。
蔦重の仕事ぶりは、いまを生きる私たちへの静か
なヒントでもある。日本橋の地で文化を育てた先
達に学びつつ、日本橋経済新聞もまた人の心の動
きに寄り添う存在でありたい。

蔦屋重三郎に学ぶマーケティング

藤
ふじ

　子
し よ う

葉
日本橋経済新聞
記者
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2025 年 10 月 13 日、158 の国・地域
が参加し、2557 万人が来場した大阪・関
西万博が閉幕した。事前の酷評とは裏腹に、
多くの人に感動を与え、「いのち輝く未来
社会」を体感する熱気に包まれた 184 日
間だった。

私が携わった国際芸術祭は、大阪各地
を舞台に開催され、万博内では 13 のパブ
リックアートを展開。彫刻家・冨長敦也
氏の《Love Stone Project》では、五大
陸の石を磨くワークショップに 18 日間で
24 ヵ国から 7462 人が参加した。印象的
だったのは、フランスと大阪の中学生が翻
訳アプリを使って「ポケモンは何が好き？」
と語り合っていたこと。

万博を契機に、MCEI もジュネーブや台

北支部が来阪し、国際的な“交流の場”を
実感することができ、大きなレガシーと
なった。万博のレガシーには、パビリオン
や建築物、科学技術、人材や人脈など多様
な形があるが、やはり最大のレガシーは、
そこに生まれた体験や出会い、そして感動
である。

閉幕翌日の新聞には“おはよう未来”の
文字で始まる広告が掲載された。そう、万
博は続いていく。

ビヨンド万博、おはよう未来。

藤
ふじむら

村　滋
しげひろ

弘
BEYOND BORDERS
代表 /Producer

先日、大手ドラッグストアのバイヤーと
商談した際、チルド洋菓子の品揃えを大胆
に始めたところ、想定以上にお客様ニーズ
があり、冷ケース（売場）あたりの売上アッ
プにつながったと伺いました。
確かにドラッグストアで様々な食品を購

入する機会が更に増えています。店内に並
ぶ冷凍食品・アイスや日配品のみならず健
康志向食品を含めて日常普段使いの品＋α
が充実しており、手頃な価格もあって、つ
いカゴの中に入れてしまいます。
ドラッグストアは「薬と日用品の店」か

ら、「生活全般を支える場」へと進化して
います。背景に時短ニーズや健康意識の高
まり、そして物価上昇によるお客様の合理
的選択があります。さらに、アプリ連動の

クーポンやポイント施策が購買行動を後押
しし、データドリブンな販促が進化中です。
興味深いのは、こうした購買体験が「便利
さ」だけでなく「安心感」を提供している
点。健康や安全を意識した商品構成が、ブ
ランドへの信頼を強化しています。業態の
境界が曖昧になる中で、生活者の価値観に
寄り添う体験設計こそ、既存の枠に捕らわ
れず「違った切り口」からのマーケティン
グのヒントになると考えました。

安心感を与える買い場へ

藤
ふじさわ

澤　博
ひ ろ や

弥
（株）ヤクルト本社
直販営業部
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新しくお客さまになっていただくこと
と、ご愛顧いただいているお客さまに継続
してご利用いただくことを良いバランスで
両立することは大変難しい。単価が高い製
品・サービスでは、継続いただくことが重
要であるが、長期のユーザー重視に方向を
切り替えたと思える（利用者側から見て）
企業がここ数年で複数見られるようになっ
た。単年度の購入実績ではなく、累積金額
により会員ランク分けを行う方法もその一
つと思う。
一方、比較検討をせずに手軽に購入する

ような最寄品において、購入機会がある毎
に常に自社品を選択いただくことは、競合
も多く大変難しい。お客様との共創などで
一時的に話題になることはあっても、長期

的な取組における最寄り品での成功事例は
まだ少ないように思う。
最寄り品において、お客様に継続的にご

活用いただく為には、派手な取組以上に地
道な日々の活動（品質改善、継続的コミュ
ニケーション等）の積み重ねが重要だと改
めて思う。ただこれは非常に時間がかかる
ため、同時に新しいお客様にご利用いただ
く取組も並行して実施することが必要であ
るが、費用増、イメージ分散リスクなどあ
り、取組のバランスが悩ましい。

『会員プログラム変更』をきっかけに思ったこと

船
ふなこし

越　一
かずひろ

博
ハウスウェルネスフーズ（株）
取締役
MCEI 東京支部　理事

よく行く上野から、中国人観光客の姿が
消えた。大陸の人たちは、陸続きゆえに、
侵し侵される歴史を生きてきた。ゆえに個
人主義となり、安定をもたらしてくれる強
い王を選ぶ。日本は海に囲まれ侵されるこ
となく生きてきた。ゆえに「和」を一番大
事にする。大陸の人たちは経営の最大の目
的を「革新」とした。わたしは、日本で、
37年、17社で、企業をお手伝いさせても
らってきたが、スキルも体制も一変させて
しまう「革新」を一度もみたことがない。
みてきたのは、「改善」と「縮小 ( リスト
ラ )」。「和」の日本人には企業革新はでき
ない。
日本人は、よりよいものへと PDCAを

繰り返し「改善」し続ける。それが、世界

が真似できない強みになっている。でも、
「革新」を容赦なく進める大陸の人たちと
たたかっていくには、「新事業の追加」が
要る。
日本人は、幕末や敗戦のように「外圧」

があれば「革新」を起こす。「外圧」はす
ぐ近くにいる。異業種の人たち。集まって
「当社」の課題を話し合えばよい。あると
きから、日本は、大陸の人たちの理論と、
中国に依存する国になってきた。いい機会
だ。日本の強みを自覚し、「外圧」に接し
ながら、もっとすごい「改善」の国になろう。

いい機会だ

二
ふたまた

俣　桂
けいすけ

介
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お仕事のお話しでなくて恐縮ですが、た
またま申し込んだ「アマチュア・ボーカリ
スト発掘プログラム」に申し込んだところ、
オーディションに通ってしまい、現在、日々
ボイトレ（ボイストレーニング）に勤しん
でいる毎日です。SNS に出てきた広告に
釣られて申し込んで放っておいたところ、
「オーディションを受けに来てください」
との電話があり、受けたところ、「いい声
してる」ということで受かってしまいまし
た。ボイトレやオリジナル曲作曲でお金は
かかるのですが、ボイトレも真剣にやって
くれたり、TikTok でのバズらせ方の講習
会があったりで、結構真面目なプログラム
で、ボイトレ講習会で隣に座っていた 15
歳の女性が真剣に質問してたりと、かなり

真面目なプログラムでビックリしながら、
真剣に取り組んでいるところです。年明け、
オリジナル曲のレコーディングがあり、現
在、ひとりでカラオケボックスに行って練
習しているところですが、プロデュースも
自分でやらなくてはいけなく、どうやって
行くか悩んでいるところです。マーケティ
ングに長けたMCEI の会員の皆様にプロ
デュースお願いできればいいなあ、何て、
考えている、今日この頃です。

『歌』って本当に難しい・・・

本
ほ ん だ

田　健
たけし

カルビー（株）
企画統括本部　営業企画部
MCEI 東京支部　監事

弊社は今年、創業以来初となる「化粧水」
を発売した。半世紀以上、無添加石けんの
製造販売を貫いてきた弊社が化粧水をつく
るという挑戦は、「何を足すか」以上に、「ど
こまで足さないか」を決めるプロセスであっ
た。化粧水は、成分や機能を語ろうと思えば、
いくらでも語れる商品である。だからこそ
私たちは、どこまでも引くことを選んだ。
飽和する情報や過剰な美容法に囲まれ、自
分の肌感覚を見失いがちな今、肌に潤いと
いう本質をまっすぐ届け、肌本来の力を発
揮させることが商品そのものの強力なメッ
セージになると確信したからである。
成分を引き算すればするほど、「それでも

選ばれる理由」をマーケティングとして丁
寧に用意する必要がある。なぜこの処方な

のか、なぜ1回使い切りなのか。その背景
を整理し、生活者の不安や疑問に翻訳する
ことは、商品開発とマーケティングの境界
にある仕事である。
無添加は「何もない」商品ではない。引

き算の裏側には、数えきれない判断と責任
がある。成分を減らすほど、言葉とストー
リーは足していく。その覚悟を持って、「引
き算するほど、マーケティングは足し算に
なる」商品づくりに向き合い続けている。

引き算の製品開発、足し算のストーリー

古
ふ る た

田　萌
も な

奈
シャボン玉石けん（株）
営業本部マーケティング部　
商品・広告開発課
リーダー
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このタイトルの言葉は、MCEIからいただ
いた言葉です。それまでの私は「お客様第
一主義」の考えしかなく、何が何でもお客
様満足を優先することしかありませんでし
た。その為には、社員は犠牲になっても仕
方がないと考えてやってきました。
しかし、“ウェルビーイング”をMCEIの

活動で知ったとき、素直に過去の自分を否
定することができました。【これまでではい
けないぞ！！】【このままではいけないぞ！！】
を強く感じました。そしてすぐにお客様より
も先にまずは自分の身近にいる仲間を最優
先にしなければと感じました。この仲間の「心
身ともに満たされた状態」があってこそ、そ
の先のお客様への満足に繋がるということ
を意識しました。

恥ずかしい限りですが 2025年、私の周
りで５人の仲間が退職という道を選んでしま
いました。特に若い世代の退職者を多く発
生させてしまいました。希望をもって入社し
てくれたのに申し訳ないの言葉しかありませ
ん。もっと早く、私が変わることができたら
５人との別れは防げたのではと後悔するば
かりです。ごめんなさい。私自身の人生の後
半戦はウェルビーイングで進んでいきます。
家族の為、仕事の仲間の為に…教えてくれ
たMCEIに感謝！

ウェルビーイング元年

増
ま す だ

田　隆
たかゆき

行
全日本食品（株）
ITマーケティング本部　部長
MCEI 東京支部　常務理事

1 月から仕事が変わり、海外のパート
ナーと向き合う時間が増えました。やりと
りの中心はアジア各国の責任者や担当者で
すが、みんなエネルギッシュで、とても刺
激を受けています。

彼らに日本の事業や、日本で開発した製
品について説明する機会が多くあります。
バックグラウンドが異なる相手だからこ
そ、だと思うのですが、とても基本的な質
問が返ってきます。
「それは、なぜやっているの？」
そう尋ねられ、答えながら自分でハッと

する——そんな瞬間が何度もありました。
自分でもよく理解していなかったり、理由
が曖昧であったり。

その説明をしようとすると、自分が「当

たり前」だと思っていたことが、決して当
たり前ではないことに気付かされます。「当
たり前」を見直すことは大事だと思う今日
この頃です。

今回はたまたま海外との関わりで得た気
付きですが、国内でも自分や自社について
よく知らない人と関わることで、「当たり
前」を見つけることはできるかなと思いま
す。そうした場の一つに MCEI もあると
思っています。

「当たり前」に気付くこと

前
ま え だ

田　卓
た く や

哉
ハーゲンダッツ ジャパン（株）
インターナショナル推進部長
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日本では政局の話題ばかりが続き、政策
論議は給付金や減税、社会保障といった近
視眼的なポピュリズムに終始している。世界
のパワーバランスが大きく揺らぐ中で、日本
社会には危機感が乏しい。被爆国としての
世界平和や核拡散への姿勢、極東における
地政学的リスクへの備えはどうなっているの
か。一瞬で日常が奪われるような事態への
議論が、ほとんど見えてこない。 

日本の借金は GDP 比 240％を超え、一人
当たりの GDP は世界の中で 39 位、世界大
学ランキングでは東京大学ですら 28 位、国
力の低下が著しい。 

国力の低下を克服すれば冒頭に挙げた給
付金や減税、社会保障といった課題も自ず
と解決される。まだ日本には、優位技術や

ソフトパワーが残っている。今は国力回復の
ための「雌伏の時」と捉え、根本原因を浮
き彫りにして長期的に取り組むときではない
か。ときには、我慢と忍耐を強いるリーダー
が必要だ。選ぶのは国民だ。 

どんな親も、子や孫が可愛いと思う。に
もかかわらず、なぜ「つけ」を将来に回す
政策が支持されるのか。国民もマスコミも
次世代のために耐えるべきことを議論し合
い、迎合しないリーダーを育て上げる責任が
ある。 

リーダーを育てるのは国民

溝
み ぞ ろ ぎ

呂木　健
けんいち

一
平成国際大学
名誉教授

社会はかつてない複合的な変化の中にあ
り、不確実性を増している。デジタル化や
人手不足、気候変動、価値観の多様化に加え、
世界の不安定さが増し「平和と持続性」の
重みを改めて感じている。企業のマーケティ
ングも、社会と共に価値を創る視点が求め
られている。

中小企業の新事業プランを支援している
と、限られた資源の中で創意工夫を重ね、
ファンづくりや地域・環境への貢献、従業
員の働き甲斐を育む経営者の姿に出会う。
衰退する商店街と協働したサービス創出、
避難所生活者からの声を生かし「臭い」を
吸収する下着を開発した事例、経営者自ら
育休を取得し男性社員の両立支援制度制定
等――それらは規模こそ小さいが、“平和で

持続可能な社会”を支える経営理念の実践
であり、社会共創の芽といえる。

大企業の「Woven City」や「地域循環
型モデル」も目指す方向は同じだ。ただ、
中小企業の、お客様の生活に寄り添いなが
ら、即時修正を繰返し、価値を磨いていく
現場には、社会協創時代のマーケティング
モデルの原型と言えるのではないだろうか。

理念から実装への転換期にある今、その
橋渡しの一端を現場の支援を通じて少しず
つ担っていければと願っている。

中小企業の「平和と持続性」を支える現場力

松
まつうら

浦　なつひ
（株）会社業務研究所
代表取締役
経済産業省認定　経営革新等支援機関
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弊社は約半世紀「健康な体ときれいな水
を守る。」という理念のもと、釜炊き職人
が約一週間かけて作る「釜炊き製法」で肌
にも自然にも優しい無添加石けんを作って
います。広報の現場で直面していることは、
この価値をいかに「今の言葉」で届けるか
という課題です。日々変化する若年層のト
レンドや感性に対し、私たちの良さをどう
合致させていくか、常に最適解を求めてい
ます。
社内には製品への情熱や伝えたいエピ

ソードという「原動力」が常に溢れていま
す。しかし、それを新しいニュースとして
社会に放ち続けるための「翻訳力」を、ま
だ自分の中で使いこなせていないと感じる
ことが今の気づきです。最近の社会の変化

を見ても、一方的な発信ではない「納得感
のある対話」が求められています。その中
で、私たちの「熱」を損なわず届けるコミュ
ニケーションの形を、今まさに模索してい
ます。
私が考える価値創造とは、伝統を守る

だけでなく、新しい視点で価値を再定義
し、今の暮らしの選択肢に加えることで
す。この試行錯誤を自己成長に繋げ、次
世代に健康な体ときれいな水を残せるよ
う、これからも実直に仕事に向き合って
いきたいです。

変わらない良さを、新しく伝えるために。

南
みなみ

　藍
あい

シャボン玉石けん（株）
マーケティング部　広報課

　スポーツや文化の分野で、若手の台頭によ
る活躍や進出が目覚ましいが、政治や経済の
分野では世界レベルでこれが後れている。
　適材適所と少数精鋭が望ましいのに、人材
を耕す仕事が軽んじられ、組織と上層部は現
役スタッフの人の力量や人財力を見抜く努力
と、日常の鍛錬を忘れている。過去の体験や
経験本位の老兵は、年功だけでことをすすめ
ることを自粛し、新しい時代のよき先輩とし
て、若手からむしろ学ぶ姿勢を大切にして、
バランスのとれた信頼される先輩として、若
手をあと押しする責任を、むしろ誇りとする
働きぶりに目覚めることが必要になる。
　世代交代は年令ではない。自分の意見や考
えに日常努力で磨きをかけ、謙虚に聞く耳と
いざという時に立ち上がる、行動派のリーダ

―シップに前向きになることだ。スマホなど
で指先での仕事でなく、若いからこそ体と頭
を使った現場型の仕事に精を出すことだ。理
屈だけ一人前でイザとなっても立ち上がらな
いのは全体力の足手まといになる。チームワ
ークの大切さを考えると、周囲から人望のあ
る人間的魅力も不可欠になる。人としての魅
力がなければ人脈はできないし広がらない。
　人材は量より質、学んで向上するハートを
持った、組織に勢いをつける「勢代交代」に
かかってくる。見つけて育てて抜擢する人事
は経営の施策として優先すべき課題になる。

勢代交代

三
み た む ら

田村　和
かずひこ

彦
三田村和彦企画事務所
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EXPO2025 大阪・関西万博の PASONA
館前、キッチンカーで出会った「かるかつ
バーガー」。一口食べて、思わず目を見開い
た。揚げ物なのに重くない。ふわりと香ばし
く、噛むほどに旨みが広がり、体にすっと馴
染んでいく。食後も胃もたれせず、心地よさ
だけが残った。まるで未来の食を先取りした
ような感覚だ。 

この「かるあげ」は、特許申請中の技術で
作られたお米と大豆の生地「かるフィレ」を
使用し、軽さと美味しさを両立させた新感覚
の揚げ物。冷めても柔らかく、胃もたれしに
くいのが特徴とのこと。 

つまり、「かるかつバーガー」は、地域に眠っ
ていた大豆と米という資源を、未来志向の食
体験として再構築した、まさに“語る商品”。

驚いたのは、期間中に 10 万食以上が販売さ
れたという事実。「誰もが安心して食べられ
る、やさしい揚げ物」という新しい価値が、
多くの人に受け入れられた証だった。 

マーケティングとは、数字の裏にある物語
を伝えること。食べるという行為を通じて、
地域の魅力や作り手の思いが自然と伝わって
くる。その共感こそが、記憶に残る体験を生
み、ブランドの力になる。 

食の力、語る力、そして人の思いが交差す
る万博の場で「感動」し、マーケティングの
本質に触れた気がした。

万博とマーケティング 

宮
み や ち

地　雅
まさのり

典
MCEI 東京支部
専務理事　兼　事務局長

マーケティングの現場では、数字がす
べてを語るように見える。売上、シェア、
ROI――確かに重要だ。しかし、数字では
測れないものがある。それが「好き」だ。
人は合理的な計算だけで動くわけではな
い。むしろ、好きという感情が、購買行
動を決定づけることが多い。ブランドへ
の愛着、デザインへのときめき、ストー
リーへの共感。それらは市場を動かす原
動力になる。
ところが、組織の中でこの「好き」を語

ることは、意外に難しい。数字で説明で
きないものは、議論の場で軽視されがち
だ。だからこそ、私は「自由闊達さ」を
求める。異なる視点を歓迎し、感情を認め、
議論を楽しむ空気がなければ、好きは育

たない。自由闊達な場があって初めて、
マーケティングの力になる。数字を超え
る“好き”を信じ、その芽を伸ばすために、
私は自由闊達な文化をつくりたいと思う。

“好き”が市場を動かす、自由が未来を拓く

宮
みやざわ

澤　史
あや

理研ビタミン（株）
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先日、通勤中に聴いていた Podcast で、
仕事をうまくやる心得が語られていた。「何
が起きてもカッとならず、大人の対応をする。
動じず笑顔でやり抜くことが大事」と。

まさに、日頃から自分が心掛けていること
だ。年齢を重ねて少し丸くなったとはいえ、
元来短気な私。人から言われた言葉やメー
ルにイラッとすることはある。そんなときの
私の対処法は“6 秒待つ”ではない。

まず、「ここで感情のまま返したら同じレ
ベルになるぞ」と自分を諭す。次に、「嫌な
人や嫌な言葉が私の心のど真ん中に鎮座し
ていていいのか？もったいない。早く追い出
してしまえ」と伝える。こうして、元凶となっ
た言葉を反芻するのを強制的にやめる。

さらに、その後も悪口は言わない。口に

出すことで、また負の感情が蘇ってしまう
からだ。
「Always be cool！」動じず、余裕を忘

れず、笑顔でいたい。

Always be cool ！

宮
みやはやし

林　久
く み こ

美子
理研ビタミン（株）
家庭用食品営業本部　営業推進部　
開発営業チーム
リーダー

病院や福祉・介護施設の「給食」が今、
静かな崩壊の危機にあることをご存知だろ
うか。少子高齢化による深刻な人手不足に
より、施設ごとの厨房で毎日 365 日、手
作りでの調理を続けることが物理的に不可
能になりつつある。この危機を救うのが「セ
ントラルキッチン（CK）」である。これは、
地域やグループ内の病院や福祉施設の食事
を一括調理する「大きな共同厨房」のこと
を指す。高度な衛生管理下で作られた食事
を各施設へ配送することで、現場は「早朝
からの調理」という重労働から解放され、
「温めて盛り付ける」もしくは「再加熱カー
トにセットする」だけのシンプルな運営へ
と生まれ変わりを遂げる。CKの役割は、
単なる合理化だけではなく、災害時でも食

事供給を止めない「ライフライン」として
の機能に加え、調理の手間を省くことで、
現場スタッフが患者様・ご利用者様への「食
事介助」や「ケア」に注力する時間を創出
すること。「作る」のは工場（CK）のプロ
に任せ、「食べる」支えは現場が行う。こ
の分業こそが、超高齢社会日本の「食」を
持続可能にする唯一の解であり、CKは水
道や電気と同様、欠かすことのできない「社
会インフラ」へと進化している。

医療・福祉の食を守るセントラルキッチン

宮
み や の は な

野鼻　亮
りょうすけ

介
（株）生活デザイン研究所
代表取締役社長
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娘が来年社会に出る。社会人の先輩とし
て就職活動期から何かしらアドバイスでき
ればと思っていたが実際大したことは何も
言えなかった。10 年先、20 年先まで見据
えた時に社会がどうなっているかなどは予
測不能な為、本人の好きに任せてしまった。
アメリカのニュースを見ていると少し前ま
で人気の業種だったテック企業のプログラ
マーや MBA 取得者などの花形人材の採用
はガタ落ちで、入学した時には想像もして
いない状況に直面していると思う。たっ
た数年先が全く読めない環境で社会人をス
タートする世代は本当に大変だと思う。と
はいえマーケティングの世界で生きている
身としては他人事ではなく常に感覚を持っ
て物事に対峙したいが、この前 SNS で「前

しか見ていなかった世界」というタイトル
の動画があり、要はスマホが無かった時代
の映像だったが確かに電車でも街中でも下
を向いている人はなく常に人と顔を向き
合って話している世界だった。時間は流れ
ていて世界はあっという間に変わり、つい
昔は良かったとか言いそうになるが改めて
しっかり前を向いて新しいことにチャレン
ジし、変化に向き合う事にコミットしよう
と思う。

就職活動から考える時代の変化と向き合い方

桃
も も き

木　祐
ゆ う じ

二
（株）ヒロモリ
プロモーション事業部 営業部
部長

新旧は時間の概念と思いがちですが、実
は角度を変えて見ると、スタイルの相違だ
と考えることも可能だと思うんですね。こ
の場合のスタイルとは、生き方とか哲学と
か思想と言うことになる訳です。つまり、
新しいか古いかと言う軸ではなく、岩石の
ような固定したものなんですね。
21 世紀における最大の価値は、この新

旧を超えた現実が可視化される時代だと言
う事です。今に至るまで、どの時代が一番
好きな時代かと問えば、間違いなく多くの
人々が、『いま』と反応すると予想します。
その理由として挙げられるのが、全ての過
去には様々な問題があるからです。しかし、
『いま』には、問題のカケラは認識されても、
写実されている訳じゃ無いと考えているか

ら、グラデーションのように、善し悪しの
輪郭をもたない世界だから。
最近、絵描きのような世界に身を沈めて

世の中、森羅万象を観察していると、面白
い事に気がついてワクワクします。カメラ
で撮った作品と油絵とは明らかに異なる世
界が表現されている。新旧が時間の概念と
は明らかに異なると考えて見ると、人生な
かなか面白いものだと思う次第。

新旧のパラドックス

村
むらかみ

上　実
みのる
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このたび、2025 年 5月にMCEI に入会
いたしましたカルネコ株式会社と申しま
す。皆さま、今後ともどうぞよろしくお願
い申し上げます。
弊社は 2026 年に創業 10周年を迎えま

す。コロナ禍など厳しい事業環境を乗り越
え、現在は次の 10年を見据えた「第二創
業期」に突入しております。新たな成長を
目指すにあたり、私たちは「組織学習」を
事業成長の基盤と位置づけ、成功体験を社
内で共有し、事業をスケールさせる人材育
成・組織成長の価値創造モデルを模索して
います。
実践を通じて、「知識の共有と蓄積」

「フィードバックと改善」「学習を重視する
文化づくり」の重要性を日々実感していま

す。個人の経験を組織の知へと昇華させる
には、制度や仕組みの整備が不可欠です。
現在は、社内勉強会やOJT、ナレッジマ
ネジメントの導入などに取り組みながら、
学びの習慣化に向けて試行錯誤を重ねてい
ます。
社会が急速に変化する今、私たちは「学

び続ける組織」でありたいと考えています。
MCEI への入会を機に、外部との知の交流
も加速させながら、社員のセミナー参加な
どを通じて価値創造の輪を広げていきたい
と思っております。

Success Share Loop ！

森
もりやま

山　一
か ず き

輝
カルネコ（株）
執行役員

年のはじめにその年の目標や新年の誓い
をたてる人は多いと思う。私もその一人で
ある。体重を〇〇キロまで減らすなど達成
すべき目標を立てる人もいれば、毎日 10
分間のエクササイズを行うといった行動目
標を新年の誓いにする人もいるだろう。し
かし、そうした新年の誓いが年末まで継続
するということは非常に希ではないだろう
か。目標を達成するためには、そのための
行動を継続することが必要。できればその
行動を習慣化したい。

しかし、この習慣化がとても難しい。少
し前に、TED Talk でクリスティーン・カー
ターという心理学者の動画を見た。彼女が
推奨する方法は、「1 分でもよいので毎日
続ける」というものだ。1 分でも実行する

ことは“Better than nothing”だと説く。
この方法で自身もランニングを習慣化した
という。私はこの動画を今年の 10 月にた
またま視聴し、なかなか続けられなかった
行動に適用している。正直忘れてしまう日
もあるが、2 ヶ月以上なんとか継続してい
る。26 年はこの方法によって新年の誓い
を 1 年通して継続したい。

Better than nothing 

守
もりぐち

口　剛
たけし

早稲田大学
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一昨年７月に妻から一年後メキシコカン
クーンで開催されるアルゼンチンタンゴイ
ベントに同行するようリクエスト。私は踊
れないので昼間は観光に付き合い夜は部屋
で映画でも観賞していたらとのこと。それ
ではなんか淋しいなと思い一念発起。全く
ダンスの経験の無い 72才が妻と踊れるよ
うになれますかと若手実力派の先生にお願
いしました。アルゼンチンタンゴは単なる
ステップではなく、会話です。リーダー(男
性)が言葉を使わず提案し、フォロワー(女
性 )が応えて踊りを創ります。男性は最低
三年かかると言われましたがメキシコまで
一年で踊れるようにとお願いしました。ぎ
こちないながら何とかカンクーンで踊りま
した。とても達成感を感じ楽しい経験でし

た。今年 74才、まだ習い始めて２年です
が毎週妻と踊ります。都内ではほぼ毎日ど
こかの会場でミロンガというアルゼンチン
タンゴのダンスパーティーが開かれます。
着飾った男女が集まり、踊りを創造します。
ご興味が有ればお声かけください。日本橋
に良いスタジオが有ります。
https://youtu.be/AqPMJ7NR3xk?si=
VFAIyXwbPRKQpF98AqPMJ7NR3xk?
si=VFAIyXwbPRKQpF98

アルゼンチンタンゴ

山
や ま だ

田　政
まさひろ

博
元 JTB社員

現場ではクライアントのマーケティン
グ施策を考え実装するパートナーとして、
ターゲットとする方々が「わかる」から

「動く」に変える設計を担っています。戦
略を考える起点になるのはデータですが、
毎回知ろうとするのは、数値の向こうにい
るみなさんの温度感。レビューのニュアン
スや、解約する瞬間など離脱の直前に漏れ
聞こえてきそうなため息、問い合わせでせ
きを切ったように思いを伝える…これらは
AI を活用し早期に離脱の前に起こる不満
や不安を察知して、その理由が発生しない
よう先回りしてリカバリすることが重要ア
クションです。業界でも良く話される、価
値提供の正体は、付加価値性ももちろんあ
りますが、本質的に「選ばない理由」と「で

きない事情」を前もって取り除くことだと
考えています。華やかなキャンペーンも必
要だけれども、日々お客様のやらない理由
を取り除くために、仮説を静かに実装して
検証することを、スピーディに回すことが
大事ですね。

価値提供の正体。

山
やまぐち

口　祐
ゆ う こ

子
（株）オノフ
取締役 COO
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日用品メーカーから「ウェルネス・カン
パニー」への変革を目指すエステーは、大
阪・関西万博に参画しました。期間中、協
業した PASONA パビリオンと関西パビリ
オン福井県ゾーンにて、新たな体験を得る
ことができました。特に、福井県ゾーンで
の「恐竜時代のかおり」プロジェクトでは、
福井県立恐竜博物館と協力し、1.2 億年前
の太古の世界を「かおり」で再現。嗅覚が
記憶や感情に直結する力、そして「かおり」
の持つ計り知れないウェルネスの可能性
を深く確信しました。PASONA パビリオ
ンでの「Wonder Earth 土のかおり演出」
への協力も含め、万博で得られた外部との
共創体験は、その後の事業の核となってい
ます。単なる「モノ」を売るのではなく、「か

おり」をソリューションとして提供し、人々
の心身の健康と生活の質の向上に貢献する
という我々の理念は、この万博で確固たる
ものになりました。「共創こそが新しい価
値を産み出す近道」という確かな手応えを
胸に、この暑い夏の万博での経験は、「ウェ
ルネス・カンパニー」への変革を力強く後
押しする、かけがえのない記憶の道標とな
りました。今後も「かおり」を羅針盤に、
未来志向の挑戦を続けていきます。

「恐竜時代のかおり」が結んだ未来

山
やまもと

本　一
かずなり

成
エステー（株）
ウェルネス事業本部
取締役兼執行役

マーケティングは、社会の将来に対し
自らの意志で働き掛ける。こうなったら
良いな、これが出来たら喜んでもらえる
な、という仮説に基づく。成功するため
には、自分の仮説が正しそうか？検証が
必要になる。
ネット社会の現代では、自分の立てた仮

説に関連する情報にアクセスし、その情報
をまとめて何が言えそうか？を得るコトは
汗をかかずに出来るようになりました。
マーケティングは新しい価値を生み出

す活動です。過去の他人が残した情報だ
けに頼るのでは、高い成功確率は望めま
せん。自ら現場に入り確認する。さらには、
最小規模でやってみて、結果を確認する、
という実践力が求められています。私は

新しいサービスの開発では、先行ユーザ
との共創を重視しています。アイデア（仮
説）に興味を持っていただける先行クラ
イアントをまず 1社見つけます。そのク
ライアントと協働でアイデアを磨かせて
いただき、有効性を確認させていただき
ます。変化の激しい現代のマーケターは、
こういった仮説を自ら検証しに行くとい
う実践力が求められる時代になった、こ
とを強く感じています。

仮説検証実践力

山
やまなか

中　正
まさひこ

彦
（株）KSPコンサルティング
代表
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社会の変化や兆候を捉えることは、マー
ケティング部にとって最も重要な役割であ
る。物価高や働き方の変化、単身・共働き
世帯の増加、健康志向、AI・キャッシュ
レスなどの技術進化といった外部環境は、
日々の購買行動を大きく変えている。こう
したマクロの変化を前提に、生活者の本音
である「手間はかけたくないが健康でいた
い」「節約しつつ、自分の楽しみは維持し
たい」といった価値観の揺れを丁寧に読み
取ることが求められる。
また、購買データや SNSトレンド、現

場の声から見えてくる“小さな変化”こそ、
将来の大きなトレンドの兆しである。そし
て得られた兆候を、具体的な施策へ落とし
込むことが重要である。（MCEI で培った

知識、経験を活用していきたい！）変化を
捉え、解釈し、企画へ変換し、売場に実装
する。この一連のプロセスを先手で回すこ
とが、マーケティング部が組織にもたらす
最大の価値であり、我々の課題でもある。
我々の使命である「加盟店の灯を永久に灯
し続ける事」が国民経済の発展に寄与する
と信じ行動していきたい。

「社会の変化・兆候」をどう捉えるか

横
よ こ た

田　克
かつのり

則
全日本食品（株）
IT・マーケティング本部

缶コーヒーや缶詰、スプレー缶で古く
からお馴染みのスチール缶。リサイクル
率が長きにわたり 90% 以上（2024 年は
94.4%）となるなど「リサイクルの優等
生」と言われる環境にやさしい容器ですが、
ペットボトルや紙容器、プラスチック容器
等の容器の多様化により、近年数量が減少
傾向にあります。先日、18 ～ 35 歳まで
の「平成世代」に対してスチールに関する
アンケート調査を実施したところ、スチー
ルの原料を「鉄」と回答できたのは全体の
40%（中にはアルミと答える方も）。スチー
ルのリサイクル率を「90%以上」と回答
した方は全体の 7%となりました。
市場で見る機会が減少しているため、あ

る程度は覚悟しておりましたが、ここまで

認知が低いとは。スチール製品を取り扱う
者として、そしてスチール缶に親しみのあ
る昭和世代の自分としては非常に衝撃的な
結果となりましたが、これが現実です。ス
チール製品を取り扱う者として、持続可能
な社会の実現に向け、スチールの持つ特性・
環境性能を一人でも多くの方に正しく認知
いただけるよう、PR活動含め取り組みを
進めていきます。

スチールの素材は何？

山
やまもと

本　達
たつへい

平
大和製罐（株）
マーケティング部
部長
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小学校２年生の孫がタブレット端末で
チャットGPTを使って様々な処理を器用
にやっている姿を目の当たりにした。なん
でも学校の授業で先生と一緒に使っている
らしい。ビジネス局面でもAI 社長による
コミュニケーション利用、AI 役員による
経営会議への参画、など様々な活用が出現
してきた。AI ボイスレコーダーを通じて
会議や講演などの録音からあっという間に
議事録の作成や講演の文字起こしが可能で
あり、その便利さから利用が拡大している。
AI 先進国アメリカのサンフランシスコで
は、ロボタクシーによる自動運転で大きな
経済効果を生んでいる。
AI は、あらゆる局面で効率化、省力化

に貢献していくだろう。人間の仕事や行動

に大きな影響を与えることは避けられな
い。では、AI が当たり前の社会で人間は
どのように行動していくべきなのか？人間
ならではの情緒や感情を活かすとか、クリ
エイティブ力をより磨くとか、とよく言わ
れているが、とにかく自分の立ち位置を常
に確認しながらAI を利活用していく態度
が重要だと思う。
AI の進展はすさまじい勢いで進んでい

る。人類の知能を超える日も近いと言われ
ているが、その危険性も指摘され議論が活
発になっている。これからも注視していき
たい。

進化するAI とこれから

若
わかばやし

林　健
けんぞう

三
MCEI 東京支部　ライフメンバー

ロッテはガムから始まった会社ですが、
今ではチョコレート製品が売上の大部分を
占めています。そしてプレミアムガーナシ
リーズの誕生によってチョコレート・カテ
ゴリーは更に勢いづいています！
その一方でチョコレート製造に欠かせな

いカカオ豆の価格は高騰しており、去年比
で約 3倍に跳ね上がっています。弊社と
してはかなり厳しい状況で、利益が圧迫さ
れています。そこで主なカカオ豆の供給元
であるガーナ共和国にカカオの苗木を植え
たり、現地の子供達に教育支援を行ったり
と、社会基盤の強化する事でカカオ豆の供
給ラインを維持しようとしています。
最近では高級チョコレート製品を製造し

ている DariK というグループ会社経由で

インドネシアからもカカオ豆を仕入れてい
ますが、ガーナ産のものとは品質が異なり、
十分な量も確保できないため、供給面にお
ける解決策にはなりません。供給不足の状
況はしばらく続きそうですが、我々が美味
しいチョコレートを食べられるのはアフリ
カで働く農家の方々と偉大な自然の力だと
改めて感じています。

チョコレートが食べられる幸せ

吉
よしおか

岡　セバスチャン
（株）ロッテ
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　通算43号目の「百人百語 2026」をお届けいたします。今年も多くの方々からのご寄稿
で無事に発刊することが出来ました。厚く御礼申し上げます。

　MCEI では「社会課題をビジネスで解決」をテーマにした定例研究会を昨年に引き
続き開催してきました。その中で最も多く取り上げたのは「AI」そして「ウェルビーイング」。

　AI の技術革新スピードはすさまじく、去年の今頃とは比べ物にならないほど進化しま
した。百人百語のご寄稿でも AI を取り上げたものが圧倒的に増えて、仕事や生活の一部
になってきているのだなと感じております。マーケティング分野での AI 活用は、どの企業
も絶賛進行中であると思いますので、成果を上げた会員の皆様には来年ぜひ、MCEI の
場で発表していただけますと幸いです。

　ウェルビーイングについては、今年は主に「社員が活躍できる環境づくり」をテーマに
取り上げて来ましたが、今後はもっと広い分野、様々な角度から「ウェルビーイング」を
捉えていきたいと考えております。

　その他にも現代社会の多種多様な問題に対して、業種・業態を超えた「協創」で自由
に議論し、智恵を出し合い、それを実践できる場として「MCEI」を選んでいただける
よう、これからも歩みを止めずに進んでまいります。

　2025 年、MCEI に携わっていただいた皆様、本当にありがとうございます。 
　来る年が皆様にとって素晴らしい一年になりますよう、心より願っております。 

2025 年 12 月 25 日
特定非営利活動法人 MCEI
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T O K Y O / O S A K A
MCEI is people, MCEI is education, MCEI is information,

MCEI is recognition, MCEI is professionalism

い ま 、 一 番 知 り た い テ ー マ に つ い て

い ま 、 一 番 議 論 し た い 人 た ち と 議 論 で き る

マ ー ケ テ ィン グ を 学 ぶ 人 々 に

広 く 門 戸 を 開 放 し た 組 織  そ れ が “ M C E I ” 

MCEI（Marketing Communications Executives International）は、マーケティングを学ぶ国内外
の人々を支援する事業を行い、広く門戸を開放し、生涯学習教育に寄与し、人々の豊かな暮らしを実現す
ることを目的とする組織です。スイスのジュネーブに国際本部があり、世界各地の支部がマーケティングを
通じて交流しています。

東京支部は 1969 年の設立以来、業種・業界を越えた多様な領域のマーケティング実務家が集まり、
相互に触発し合いながら「出会い」や「学び」「協創」「実践」の場を提供しています。

MCEI の源は、1954 年ニューヨークでセールスプロモーションの実務家が集まり、まだ体系化されてい
なかったノウハウの交流を始めた組織「SPEA（Sales Promotion Executives Association）」に端
を発します。日本では渡米研修した故水口健次氏（東京支部創設理事長）が SPEA でのマーケター同士
の交流に大きな感銘を受けて 1969 年に東京支部を設立。1972 年には大阪支部を設立しました。以来
マーケティング研究団体として会員のボランティアにより運営されてきました。

毎月の研究会開催、機関誌発行やマーケティング塾（ビジネススクール）の企画運営、会員による提言
集「百人百語」の発行や国際・アジア大会の開催・参加など幅広い活動を行い、マーケターの養成、国
際交流に努めてきました。

2001 年の NPO 法人設立後も、会員同士がともに智恵を寄せ合う「協創」の精神で、社会課題の解決
に向けた新価値創造のプラットフォームとして活動を続けています。

MCEIとは 

MCEIの歴史 




